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インターネットの仕組み

回線交換方式とパケット交換方式

　インターネットは，どうして世界中のコンピュータと情報をやり
とりできるのだろう。インターネットで利用されている通信の方式
や特徴を知ろう。

　複数のコンピュータを通信回線で接続し，情報をやりとりできるよう
にする仕組みがネットワークである。更に，このネットワークを相互に
連結し，世界規模の情報流通を可能にしたものをインターネットとよぶ。
　コンピュータどうしが相互に情報をやりとりするためには，何を使っ
てどのように送受信するかを決める約束事があり，プロトコルとよばれ
ている。インターネットでは，一般的に T

ティーシーピー

CP/I
アイピー

Pとよばれるプロトコル
が利用されている。

ネットワーク1

❶

❷

❸

　インターネットで情報がやりとりされる際には，個々のコンピュータ
に，送り先住所の役割を果たす番号が割り当てられている。これを I

アイピー

P
アドレスとよぶ。IPアドレスは，202.232.190.211のように，数字の組
み合わせで表現されるが，人間には記憶しにくいため，ドメイン名

めい

とい
う文字列を対応させている。W

ダブリュ

W
ダブリュ

W
ダブリュ

や電子メールなどを利用する際に
は，D

ディーエヌエス

NSという仕組みによってドメイン名から IPアドレスへの変換が
行われている。

IP アドレス2

❹

❺

❻

　世界規模の通信を円滑に行うため，インターネットの情報はパケット 
とよばれる小さな単位に分割して送信される。その際，全てのパケット
には送り先の IPアドレスなどが付けられ，全てのパケットが受信され
たときに復元される。パケットが何らかの理由で届かなかったり，伝達
の途中で変化してしまったりした場合には，確認のうえ，再送信する機
能が備わっている。

パケット通信3
❼

❶インターネット（Internet）

❷プロトコル（protocol）

❸TCP/IP（Transmission 
　Control Protocol/
　Internet Protocol）

❹IP アドレス（Internet 
　Protocol address）

❺ドメイン名
　（domain name）

❻DNS
　（Domain Name System）
　ドメイン名と IP アドレス
の相互変換を行う仕組みの略
称。インターネット上で，こ
の相互変換を行う役割を担う
コンピュータをDNSサーバ
とよぶ。

❼パケット（packet）
　ネットワークを流れるひと
かたまりのデータの単位。制
御情報を含むヘッダとデータ
本体などから成る。

図２  IP アドレスとドメイン名

　情報通信ネットワークの通信方式には，回線交換
方式とパケット交換方式がある。
　回線交換方式では，通信を始める前に相手との間
で通信経路を確立する。いったん経路を確立すれば，
その後は安定した通信を行うことができる。しかし，
回線の障害などにより経路が確立できないときは，
通信を始めることができないという欠点がある。
　パケット交換方式は，情報をパケットとよばれる
小さい通信単位に分割し，それぞれのパケットを独
立して送信する。あらかじめ経路が確立されていな
くても通信を始めることができる反面，パケットが
途中で失われたり，混雑の影響を受けたりすること
がある。
　災害が発生したときなどは，電話が殺到して回線
がパンクするのを防ぐため，被災地への発着信は制
限されることが多い。しかし，パケット交換方式の
通信は，回線を専有しないため，あまり規制される
ことはない。

　2011年の東日本大震災の際は，広い範囲で電話
が使用できなくなったが，電子メールや S

エスエヌエス
NS など

パケット交換方式を利用した手段が残されていたた
め，情報の入手や安否確認に利用された。

　ディジタル通信の工夫
� 62 ページ
　チェックディジット
� 71 ページ

　2� WWWと電子メール
� 30 ページ
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　同一構内などに設置された，コン
ピュータネットワーク。それに対し
遠隔にある LANどうしなどをつなぐ
ネットワークをW

ワ ン
ANという。

I
アイエスピー
SP（Internet Service Provider）
　インターネットへの接続サービス
を行っている企業，団体の略称。

サーバ（server）
　ネットワークを利用して電子メー
ルなど各種のサービスを提供するコ
ンピュータあるいはソフトウェアの
こと。

ファイアウォール（firewall）
　LANを外部からの攻撃や不正アク
セスから守る仕組み。

A
エーピー

P（Access Point）
　アクセスポイントの略称。主に無
線 LANにおいて外部からネットワー
クに接続するために使用される装置，
あるいはそれが存在する場所。W

ワ イ
i-F

ファイ
i�

AP�などがある。

インターネットの起源は何か。12O
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S（Operating System）という。111 1100 1 1101
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情報社会と著作権

17	写真加工に
	 挑戦しよう

　インターネット上では，誰もがコンテンツの作成者になり，誰も
が利用者になる。両方の立場から考えて，著作権について正しく理
解しよう。

　著
ちょ

作
さく

権
けん

は，人が創作した作品と作者を守るための権利である。法律に
は，著作物（思想または感情を創作的に表現したもの）に関して著作者
が持つものとされ，特別な届け出をせずに作品を生み出した時点で自動
的に権利が発生する。この法律のことを著

ちょ

作
さく

権
けん

法
ほう

という。自作の小説や
歌などはもちろん，バレエやダンスやパントマイムなどの振り付け，撮
影した写真やコンピュータプログラムも著作物として守られる。作品を
傷つけたり，無断で利用したりすると法律で罰せられるが，著作者から
許諾をもらうことができれば問題ない。
　利用者に対する許可は，無償で行われる場合と有償で行われる場合が
ある。動画サイトなどでは著作の権利を持つ団体や会社に対して，私た
ちの代わりに使用料を支払っているため，一部の動画や楽曲に対して自
由に使えるのである。

著作権とは1
❶

❷

　著作権は次の 2つの主旨から成り立っている。
 著作者の人格　著

ちょ

作
さく

者
しゃ

人
じん

格
かく

権
けん

は著作した人の意思に反して勝手に作品
を変更されたり，一部分だけを抜き出されたりしないように，著作を人
格の表現として保護するための権利である。
 著作者の財産　著

ちょ

作
さく

財
ざい

産
さん

権
けん

は，著作した人がその作品によって生計が
立てられるように，著作を財産として考える権利である。小説や音楽な
どを制作する人に対する報酬は，この仕組みを基にして支払われている。

著作権の主旨2

　著作権は，著作者の死
後 50年（映画の著作物
は公表後 70年）を過ぎ
ると消滅する。そのため，
明治の文豪が書いた小説
などが無償で公開されて
いる。青空文庫（http://
www.aozora.gr.jp/）

❷カラオケ店でも権利団体に
使用料を払っている。テレビ
局やラジオ局も払っているが，
放送局の場合は年間で一括し
て使用料を払う包括契約を結
んでいる。

　著作者人格権は，著作
者だけが持っている権利
である。
　著作財産権は，その一
部または全部を譲渡した
り相続したりできる。

❶著作物には，小説，音楽，
舞踏，絵画，建築物，地図，
映画，写真，プログラムなど
がある。

表１  著作者の権利
名称 著作権の種類 著作権法 権利の概要

著作者
人格権

公表権 18条 著作物を公表する権利
氏名表示権 19条 著作物を公表する際に氏名を表示するか否かを決める権利
同一性保持権 20条 著作物の内容を改変されない権利

著作財産権

複製権 21条 著作物を複製する権利
上演権・演奏権・上映権 22条 著作物を上演・演奏・上映する権利
公衆送信権 23条 著作物を公衆に送信または送信可能にする権利
口述権 24条 言語の著作物を口述する権利
展示権 25条 美術の著作物を展示する権利
頒布権 26条 映画の著作物を頒布する権利
譲渡権・貸与権 26条 映画以外の著作物を譲渡・貸与する権利
翻訳権・翻案権 27条 著作物を翻訳・変形する権利

産業財産権

　知的財産権の中で，著作権に類似した概念として，
産業財産権がある。これは，新しい技術の独占利用
を一定期間許すことによって，研究開発にかけるコ
ストを保護するなどの仕組みである。
　産業財産権には，次のような種類がある。
特許権　発明に関する権利。出願から 20年間独占
権が与えられる（一部延長あり）。
実用新案権　物品の形状や構造などのアイディアに
関する権利。出願から 10年間独占権が与えられる。
意匠権　美感のある物品の形状や色彩など，デザイ
ンに関する権利。登録から 20年間独占権が与えら
れる。
商標権　商品やサービスに使用するマークに関する
権利。認可から 10年間独占権が与えられ，延長す
ることもできる。

著作隣接権

知的財産権

届け出は不要

人格的権利

財産的権利

著作権

著作者人格権

著作財産権

産業財産権 届け出が必要

発明

便利な工夫

デザイン

マーク・ブランド・
マスコットキャラクター

特許権

実用新案権

意匠権

商標権

　著作権法
� 158 ページ

著作権（人と作品を守る権利）
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（著作物）
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（作品を創った人）

タダ（無償）でいいよ
もしくはお金を払う（有償）ならいいよ

作品使わせて！
利用者

（作品を使いたい人）

図１  知的財産権の体系
　人間の知的な創造活動や発明から生み出された成果には，知的財産権という権利が認め
られている。知的財産権には大きく分けて著作権と産業財産権という 2つの権利がある。
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②と③　軽度のものでは携帯メールをチェックしないと気が済まないことや，インターネットやオンラインゲームに
夢中になって夜

よ
更
ふ
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17	写真加工に
	 挑戦しよう

　インターネット上では，誰もがコンテンツの作成者になり，誰も
が利用者になる。両方の立場から考えて，著作権について正しく理
解しよう。

　著
ちょ

作
さく

権
けん

は，人が創作した作品と作者を守るための権利である。法律に
は，著作物（思想または感情を創作的に表現したもの）に関して著作者
が持つものとされ，特別な届け出をせずに作品を生み出した時点で自動
的に権利が発生する。この法律のことを著

ちょ

作
さく

権
けん

法
ほう

という。自作の小説や
歌などはもちろん，バレエやダンスやパントマイムなどの振り付け，撮
影した写真やコンピュータプログラムも著作物として守られる。作品を
傷つけたり，無断で利用したりすると法律で罰せられるが，著作者から
許諾をもらうことができれば問題ない。
　利用者に対する許可は，無償で行われる場合と有償で行われる場合が
ある。動画サイトなどでは著作の権利を持つ団体や会社に対して，私た
ちの代わりに使用料を支払っているため，一部の動画や楽曲に対して自
由に使えるのである。

著作権とは1
❶

❷

　著作権は次の 2つの主旨から成り立っている。
 著作者の人格　著

ちょ

作
さく

者
しゃ

人
じん

格
かく

権
けん

は著作した人の意思に反して勝手に作品
を変更されたり，一部分だけを抜き出されたりしないように，著作を人
格の表現として保護するための権利である。
 著作者の財産　著

ちょ

作
さく

財
ざい

産
さん

権
けん

は，著作した人がその作品によって生計が
立てられるように，著作を財産として考える権利である。小説や音楽な
どを制作する人に対する報酬は，この仕組みを基にして支払われている。

著作権の主旨2

　著作権は，著作者の死
後 50年（映画の著作物
は公表後 70年）を過ぎ
ると消滅する。そのため，
明治の文豪が書いた小説
などが無償で公開されて
いる。青空文庫（http://
www.aozora.gr.jp/）

❷カラオケ店でも権利団体に
使用料を払っている。テレビ
局やラジオ局も払っているが，
放送局の場合は年間で一括し
て使用料を払う包括契約を結
んでいる。

　著作者人格権は，著作
者だけが持っている権利
である。
　著作財産権は，その一
部または全部を譲渡した
り相続したりできる。

❶著作物には，小説，音楽，
舞踏，絵画，建築物，地図，
映画，写真，プログラムなど
がある。

表１  著作者の権利
名称 著作権の種類 著作権法 権利の概要

著作者
人格権

公表権 18条 著作物を公表する権利
氏名表示権 19条 著作物を公表する際に氏名を表示するか否かを決める権利
同一性保持権 20条 著作物の内容を改変されない権利

著作財産権

複製権 21条 著作物を複製する権利
上演権・演奏権・上映権 22条 著作物を上演・演奏・上映する権利
公衆送信権 23条 著作物を公衆に送信または送信可能にする権利
口述権 24条 言語の著作物を口述する権利
展示権 25条 美術の著作物を展示する権利
頒布権 26条 映画の著作物を頒布する権利
譲渡権・貸与権 26条 映画以外の著作物を譲渡・貸与する権利
翻訳権・翻案権 27条 著作物を翻訳・変形する権利

産業財産権

　知的財産権の中で，著作権に類似した概念として，
産業財産権がある。これは，新しい技術の独占利用
を一定期間許すことによって，研究開発にかけるコ
ストを保護するなどの仕組みである。
　産業財産権には，次のような種類がある。
特許権　発明に関する権利。出願から 20年間独占
権が与えられる（一部延長あり）。
実用新案権　物品の形状や構造などのアイディアに
関する権利。出願から 10年間独占権が与えられる。
意匠権　美感のある物品の形状や色彩など，デザイ
ンに関する権利。登録から 20年間独占権が与えら
れる。
商標権　商品やサービスに使用するマークに関する
権利。認可から 10年間独占権が与えられ，延長す
ることもできる。

著作隣接権

知的財産権

届け出は不要

人格的権利

財産的権利

著作権
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著作財産権
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図１  知的財産権の体系
　人間の知的な創造活動や発明から生み出された成果には，知的財産権という権利が認め
られている。知的財産権には大きく分けて著作権と産業財産権という 2つの権利がある。
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が持つものとされ，特別な届け出をせずに作品を生み出した時点で自動
的に権利が発生する。この法律のことを著

ちょ

作
さく

権
けん

法
ほう

という。自作の小説や
歌などはもちろん，バレエやダンスやパントマイムなどの振り付け，撮
影した写真やコンピュータプログラムも著作物として守られる。作品を
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許諾をもらうことができれば問題ない。
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立てられるように，著作を財産として考える権利である。小説や音楽な
どを制作する人に対する報酬は，この仕組みを基にして支払われている。
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　著作財産権は，その一
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り相続したりできる。
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実用新案権　物品の形状や構造などのアイディアに
関する権利。出願から 10年間独占権が与えられる。
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　インターネット上では，誰もがコンテンツの作成者になり，誰も
が利用者になる。両方の立場から考えて，著作権について正しく理
解しよう。
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られている。知的財産権には大きく分けて著作権と産業財産権という 2つの権利がある。
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②と③　軽度のものでは携帯メールをチェックしないと気が済まないことや，インターネットやオンラインゲームに
夢中になって夜

よ
更
ふ
かししてしまうなどの症状がある。23 著作権の始まりはいつ頃か。　① 1700年代　② 1800年代　③ 1900年代2411 0100 010111
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情報システムの発展と進歩2
　情報技術は，これからも発展していく。新しい技術にはどのよう
なものがあるのか。新技術を使った，これからの情報システムを考
えよう。

25	QR コードを
	 作ろう

　計算，通信，データ管理，制御を行うそれぞれの情報システムは，情
報通信ネットワークにより接続され，より高度で大規模な情報システム
として連携して利用されている。
 電子商取引　インターネットの電

でん

子
し

商
しょう

取
とり

引
ひき

は，より広い範囲でより多
くの相手とのビジネスを可能にするとともに，価格，双方向サービス，
利用のしやすさなどの点で，これまでの店舗販売にはなかった利点や魅
力がある。
　電子商取引は，企業間の取り引き（B to B），企業と個人との取り引
き（B to C），個人間の取り引き（C to C）の 3種類に分けられる。
　インターネットの普及が個人と個人の情報のやりとりを簡便にした結
果，C to Cによる取り引きを支援する産業が新しく発展してきている。
また，代金の支払いには，クレジットカードやデビットカードのほか，
ディジタル情報で通貨の働きをする電子マネーも使われている。

情報システムの連携1

❶

❷

 POS システム　コンビニエンスストアなどで使われている P
ポ ス

OS シス
テムは，販売時に商品名や数量などを記録して，販売管理を行うシステ
ムである。売り上げや在庫の状況を即座に把握でき，商品の発注量を細
かく決めたり，売れ筋商品の把握などの経営分析にも役立てられる。
　ネットワークを経由して，チェーンストアの各店舗と本部が連携した
り，クレジットカードなど顧客の信用情報を管理したりしている。
 カーナビゲーション　地図を表示して自動車の位置を確認しながら目
的地までの走行経路案内を行うカーナビゲーションシステムでは，
G
ジー

P
ピー

S
エス

，V
ビ ッ ク ス

ICS，地
ち

理
り

情
じょう

報
ほう

システムなどが連携している。
　GPSは，人工衛星からの電波を利用して，位置（緯度，経度，高度）
を測定する情報システムである。3つ以上の人工衛星からの電波信号の
到達時刻の差を測定して比較すると，計測地点の位置が計算できる。
VICSでは渋滞状況などの道路交通情報が電波などで車の受信器に送信
される。地理情報システムは，ディジタル化した地図情報から特定の場
所の地図を表示するが，電話番号などのデータベースと連動して目的地
点の検索が容易になるように工夫されている。

❸

❹ ❺ ❻

❶電子商取引
　（electronic commerce）
　情報通信ネットワークを活
用して，物品やサービスの販
売・購入を行うこと。

❸POS システム（Point Of 
　Sales system）
　販売時点情報管理システム。
商品の販売状況や在庫を統合
的に管理する。情報端末と一
体化されたキャッシュレジス
タを POS端末という。

❹GPS（Global 
　Positioning System）
　全地球測位システム。

❺VICS（Vehicle Information 
　and Communication System）

❻地理情報システム
　G

ジーアイエス
IS（Geographic�Information�

System）ともよばれる。

❷ネットオークションのよう
な消費者参加型の電子商取引
も盛んになっている。

B to B
Business�to�Business
B to C
Business�to�Consumer
C to C
Consumer�to�Consumer

（兆円）
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利用規約

　インターネットからゲームをダウンロードしたり，
懸賞に応募したりするときに出てくる「同意」のボ
タン。いったい何に同意しているのだろうか。
　同意ボタンの前後に表示されている利用規約には，
免責事項と個人情報の扱いについて書かれているこ
とが多い。例えば免責事項には，ダウンロードした
ゲームを使ったことによって携帯電話やコンピュー
タが不調になっても責任を取らないということが書
かれている。また，個人情報の扱いについては，応

募した会社以外にも個人情報を伝えるという内容を
含む場合があり，それによって，身に覚えのないと
ころからの迷惑メールが次々と来るようになってし
まうことがある。ほかにも入会時は無料なのに退会
時は手数料を取る，予告なくサービス内容を変更や
停止できるなど，見過ごせない内容が書かれている
ことがある。
　同意ボタンを押す前に利用規約を必ず読むように
しよう。

VICS ETC

歩行者ナビゲーションシステム

（自動料金収受システム）

VICSセンター 交通管制センター

入口情報

混雑
情報

事故
情報

駐車場
情報

ETC

ETC

料金情報

入口情報，車種情報，
ETCカード情報
イーティーシー

入口料金所

出口料金所

道路や路面状況の把握

路面のトラブルを自動的に発見

スピード減速

バス待ちが

なくなって

助かったわ。

左側の横断歩道から

回ればいいんだな。

○○○路線
＊＊駅前

＊＊町△△前

○通り△丁目

あと5分で到着

（自動料金収受システム）

安全運転支援システム

図３  高度道路交通システム（ITS：Intelligent Transport Systems）

経済産業省『電子商取引に関する市場調査』
図１  B to C 電子商取引市場規模

利用者 インターネットショップ

小売店

出荷指示

支払い指示

銀 行

商 品

注 文 支払いSHOP

図２  電子商取引の仕組みの例

実習編 138 ページ

情報システムの連
携によりどのよう

な複合サービスが提供さ
れているだろうか。また，
情報通信ネットワークは
情報システムの連携にど
のような役割を果たして
いるのだろうか。

コンビニエンスストアのレジでは，会計時に性別やおよその年齢を入力する仕組みになっていることが多いが，この
情報は何に使われるのだろうか。30大規模な科学技術計算 (量子力学や気象研究，物理的なシミュレーションなど )に使われるコンピュータのこと。

2011年６月に世界で最速の計算能力を持つスーパーコンピュータは，日本で開発された「京
けい
」であった。29 100 0001100 0000

5

10

15

10

15

5

社会と情報�_�ック.indb   64-65 18/09/04   10:01

72 73

情報システム
と人間２節４章

4章

望
ま
し
い

情
報
社
会
に
向
か
う

理
論
編

1	 誰でも表現者・
	 発信者の時代

誰もが参加できる情報社会

　情報化の進展には，光と影の部分があるといわれている。影の部
分を克服し，誰もが参加できる社会を実現するための課題とその解
決策を考えよう。

2
　個人が情報社会に参画することで，社会に良い影響と悪い影響を与え
る場合がある。
　良い影響としては，情報ボランティアとしての社会貢献，新しい価値
の創造の担い手となることなどがある。自分の持っている知識や意見を
公開し有効に共有することで，情報を必要としている人に必要な情報を
迅速に届ける手助けをしたり，これからの文化，社会の在り方を考える
新しい視点を提供したりすることができるのである。また，利用者とし
て情報システムのハードウェアやソフトウェア，コンテンツについての
要望を積極的に発信することで，情報化を更に望ましいものにしていく
こともできるだろう。
　悪い影響としては，情報操作や扇動などが挙げられる。インターネッ
トの進展と普及は，個人が多くの相手に自分の意見などを発信すること
を可能とした。これを悪用し，自分の意図する方向に相手を向かわせる
ために，情報を統制したり虚偽の情報を流したりしてはならない。

　情報社会では，コンピュータや情報通信ネットワークを活用できる人
とできない人の間で，得られる情報の質・量や発言の機会に格差が生じ
る。情報が大きな力を持つ今日の情報社会では，その差が，更に個人や
地域の社会的・経済的な格差を広げるという悪循環を招きかねない。
　情報社会で平等な人権を確保するには，情報化に追いつけない人々へ
の配慮が必要である。ディジタルデバイドの解消には，生活に必要不可
欠な情報を公平に安全に提供できるシステムの整備・確保が必要となる。

個人の影響への配慮1

ディジタルデバイドの解消2

❶

❷ ❸

　行動範囲に制限がある人々にとって，コンピュータやインターネット
は社会活動に参加するための有用な手段となる。一方，高齢であったり
障がいがあったりすることで，情報機器を利用するときに不都合が生じ
ることがある。そこで，コンピュータやインターネットを利用する際に
生じる不都合を除き，アクセシビリティに配慮した環境の整備が課題と
なる。
　この考え方はハードウェアだけでなく，ソフトウェアやW

ウ ェ ブ

ebページ
の設計に導入されつつある。このようなシステムは同時に，全ての人々
にとって使いやすい有効なものとなること，すなわちユニバーサルデザ
インの実現を目指している。これからの共生型の社会には，ユニバーサ
ルデザインの考え方は欠かせない視点である。

　不正アクセスなど，悪意のある攻撃でシステムの破壊やデータの盗聴
などが行われないように，情報セキュリティ技術の発展も重要である。
インターネットに接続されているコンピュータでは，ファイアウォール 
や仮

か

想
そう

プライベートネットワーク技術などが用いられる。また，認証技
術を用いて，接続する端末や利用者を特定する方法も利用されている。
　パスワード認証で利用者を特定できても，パスワードが漏

ろう

洩
えい

したり，
ログイン状態の端末を放置したりすれば無意味である。情報システムで
技術的な対策を行っても，使用する際の運用面で安全への配慮に不備が
あれば，安全な運用は望めない。悪用を防ぐ情報管理のためには，技術
的な対策と運用面の対策を併用することが重要である。

ユニバーサルデザインの推進3

❹

❺

セキュリティ技術の発展4

❻

❼

❶インターネットの普及率は，
居住する都市の規模が大きい
ほど，世帯主の年齢が若いほ
ど，世帯年収が多いほど高く
なっており，地域，年齢，所
得によって格差が生じている
と考えられる。また，教育レ
ベルや身体的制約要因から情
報格差が生じていることも指
摘されている。

❷操作方法が直感的に分かる
情報機器を開発すれば，誰に
とっても操作が容易になる。
また，このような技術面から
の支援ばかりではなく，必要
な知識と技術を学習する機会
を提供するような，社会面か
らの対応も必要である。

❸ディジタルデバイド
　（digital divide）
　ディジタル化されたサービ
スにアクセスできるかできな
いかの格差のこと。情報格差
ともいう。

❹アクセシビリティ
　（accessibility）

❺ユニバーサルデザイン
　（universal design）
　年齢，性別，国籍などの違
い，能力の有無，障がいの有
無などによらず利用できるよ
うに設計されたもの。使いや
すさの尺度の概念に，ユーザ
ビリティとアクセシビリティ
がある。

　カラーバリアフリー
� 23 ページ

❻ファイアウォール
　（firewall）
　L

ラ ン
ANを外部からの攻撃や

不正アクセスから守るために
開発された仕組み。決められ
た情報以外は通過させないと
いった監視を行う。

❼ 仮想プライベートネット
　ワーク（VPN：Virtual 
　Private Network）

　3� 情報セキュリティ
� 46 ページ

ユニバーサルデザインと情報技術

　ユニバーサルデザインの考えが生かされた製品に
は，情報技術と関わりの深いものも多い。
　Webページでは，文字を大きくしたり，テキス
トを読み上げたりする機能が一般化している。また，
マウスやキーボードの代わりに指先や音声，視線で
操作できるコンピュータも実用化している。

　携帯電話やスマートフォンでは，ボタンを大きく
したりメニューを見やすくしたりして，使いやすい
ように工夫されたものがある。
　情報技術の進展は，誰もが暮らしやすい社会にな
るための可能性を切り開いている。

▲指先で操作するコンピュータ
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総務省『情報通信白書』2017 年総務省『情報通信白書』2018 年
図１  日本の世代別インターネット利用状況

▲ 表示ボタンが大きい
スマートフォン

▲ひとつひとつのキーが分離したキーボード

理論編 42ページ

図２  世界のインターネット普及率
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ファイル名の一部で，ピリオド（ドット）の後に続く半角英数字の部分。ファイルの形式や扱うことのできる応用ソ
フトウェアの種類を表すために利用されることがある。33 次のうち，ユニバーサルデザインとして実際にあるものはどれか。　①左利きの人も使いやすいはさみ　②シャンプ
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情報システムの発展と進歩2
　情報技術は，これからも発展していく。新しい技術にはどのよう
なものがあるのか。新技術を使った，これからの情報システムを考
えよう。

25	QR コードを
	 作ろう

　計算，通信，データ管理，制御を行うそれぞれの情報システムは，情
報通信ネットワークにより接続され，より高度で大規模な情報システム
として連携して利用されている。
 電子商取引　インターネットの電

でん

子
し

商
しょう

取
とり

引
ひき

は，より広い範囲でより多
くの相手とのビジネスを可能にするとともに，価格，双方向サービス，
利用のしやすさなどの点で，これまでの店舗販売にはなかった利点や魅
力がある。
　電子商取引は，企業間の取り引き（B to B），企業と個人との取り引
き（B to C），個人間の取り引き（C to C）の 3種類に分けられる。
　インターネットの普及が個人と個人の情報のやりとりを簡便にした結
果，C to Cによる取り引きを支援する産業が新しく発展してきている。
また，代金の支払いには，クレジットカードやデビットカードのほか，
ディジタル情報で通貨の働きをする電子マネーも使われている。

情報システムの連携1

❶

❷

 POS システム　コンビニエンスストアなどで使われている P
ポ ス

OS シス
テムは，販売時に商品名や数量などを記録して，販売管理を行うシステ
ムである。売り上げや在庫の状況を即座に把握でき，商品の発注量を細
かく決めたり，売れ筋商品の把握などの経営分析にも役立てられる。
　ネットワークを経由して，チェーンストアの各店舗と本部が連携した
り，クレジットカードなど顧客の信用情報を管理したりしている。
 カーナビゲーション　地図を表示して自動車の位置を確認しながら目
的地までの走行経路案内を行うカーナビゲーションシステムでは，
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システムなどが連携している。
　GPSは，人工衛星からの電波を利用して，位置（緯度，経度，高度）
を測定する情報システムである。3つ以上の人工衛星からの電波信号の
到達時刻の差を測定して比較すると，計測地点の位置が計算できる。
VICSでは渋滞状況などの道路交通情報が電波などで車の受信器に送信
される。地理情報システムは，ディジタル化した地図情報から特定の場
所の地図を表示するが，電話番号などのデータベースと連動して目的地
点の検索が容易になるように工夫されている。

❸

❹ ❺ ❻

❶電子商取引
　（electronic commerce）
　情報通信ネットワークを活
用して，物品やサービスの販
売・購入を行うこと。

❸POS システム（Point Of 
　Sales system）
　販売時点情報管理システム。
商品の販売状況や在庫を統合
的に管理する。情報端末と一
体化されたキャッシュレジス
タを POS端末という。

❹GPS（Global 
　Positioning System）
　全地球測位システム。

❺VICS（Vehicle Information 
　and Communication System）

❻地理情報システム
　G

ジーアイエス
IS（Geographic�Information�

System）ともよばれる。

❷ネットオークションのよう
な消費者参加型の電子商取引
も盛んになっている。

B to B
Business�to�Business
B to C
Business�to�Consumer
C to C
Consumer�to�Consumer

（兆円）
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利用規約

　インターネットからゲームをダウンロードしたり，
懸賞に応募したりするときに出てくる「同意」のボ
タン。いったい何に同意しているのだろうか。
　同意ボタンの前後に表示されている利用規約には，
免責事項と個人情報の扱いについて書かれているこ
とが多い。例えば免責事項には，ダウンロードした
ゲームを使ったことによって携帯電話やコンピュー
タが不調になっても責任を取らないということが書
かれている。また，個人情報の扱いについては，応

募した会社以外にも個人情報を伝えるという内容を
含む場合があり，それによって，身に覚えのないと
ころからの迷惑メールが次々と来るようになってし
まうことがある。ほかにも入会時は無料なのに退会
時は手数料を取る，予告なくサービス内容を変更や
停止できるなど，見過ごせない内容が書かれている
ことがある。
　同意ボタンを押す前に利用規約を必ず読むように
しよう。

VICS ETC

歩行者ナビゲーションシステム

（自動料金収受システム）

VICSセンター 交通管制センター

入口情報

混雑
情報

事故
情報

駐車場
情報

ETC

ETC

料金情報

入口情報，車種情報，
ETCカード情報
イーティーシー

入口料金所

出口料金所

道路や路面状況の把握

路面のトラブルを自動的に発見

スピード減速

バス待ちが

なくなって

助かったわ。

左側の横断歩道から

回ればいいんだな。

○○○路線
＊＊駅前

＊＊町△△前

○通り△丁目

あと5分で到着

（自動料金収受システム）

安全運転支援システム

図３  高度道路交通システム（ITS：Intelligent Transport Systems）

経済産業省『電子商取引に関する市場調査』
図１  B to C 電子商取引市場規模

利用者 インターネットショップ

小売店

出荷指示

支払い指示

銀 行

商 品

注 文 支払いSHOP

図２  電子商取引の仕組みの例
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情報システムの連
携によりどのよう

な複合サービスが提供さ
れているだろうか。また，
情報通信ネットワークは
情報システムの連携にど
のような役割を果たして
いるのだろうか。

コンビニエンスストアのレジでは，会計時に性別やおよその年齢を入力する仕組みになっていることが多いが，この
情報は何に使われるのだろうか。30大規模な科学技術計算 (量子力学や気象研究，物理的なシミュレーションなど )に使われるコンピュータのこと。

2011年６月に世界で最速の計算能力を持つスーパーコンピュータは，日本で開発された「京
けい
」であった。29 100 0001100 0000
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と人間２節４章
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1	 誰でも表現者・
	 発信者の時代

誰もが参加できる情報社会

　情報化の進展には，光と影の部分があるといわれている。影の部
分を克服し，誰もが参加できる社会を実現するための課題とその解
決策を考えよう。

2
　個人が情報社会に参画することで，社会に良い影響と悪い影響を与え
る場合がある。
　良い影響としては，情報ボランティアとしての社会貢献，新しい価値
の創造の担い手となることなどがある。自分の持っている知識や意見を
公開し有効に共有することで，情報を必要としている人に必要な情報を
迅速に届ける手助けをしたり，これからの文化，社会の在り方を考える
新しい視点を提供したりすることができるのである。また，利用者とし
て情報システムのハードウェアやソフトウェア，コンテンツについての
要望を積極的に発信することで，情報化を更に望ましいものにしていく
こともできるだろう。
　悪い影響としては，情報操作や扇動などが挙げられる。インターネッ
トの進展と普及は，個人が多くの相手に自分の意見などを発信すること
を可能とした。これを悪用し，自分の意図する方向に相手を向かわせる
ために，情報を統制したり虚偽の情報を流したりしてはならない。

　情報社会では，コンピュータや情報通信ネットワークを活用できる人
とできない人の間で，得られる情報の質・量や発言の機会に格差が生じ
る。情報が大きな力を持つ今日の情報社会では，その差が，更に個人や
地域の社会的・経済的な格差を広げるという悪循環を招きかねない。
　情報社会で平等な人権を確保するには，情報化に追いつけない人々へ
の配慮が必要である。ディジタルデバイドの解消には，生活に必要不可
欠な情報を公平に安全に提供できるシステムの整備・確保が必要となる。

個人の影響への配慮1

ディジタルデバイドの解消2

❶

❷ ❸

　行動範囲に制限がある人々にとって，コンピュータやインターネット
は社会活動に参加するための有用な手段となる。一方，高齢であったり
障がいがあったりすることで，情報機器を利用するときに不都合が生じ
ることがある。そこで，コンピュータやインターネットを利用する際に
生じる不都合を除き，アクセシビリティに配慮した環境の整備が課題と
なる。
　この考え方はハードウェアだけでなく，ソフトウェアやW

ウ ェ ブ

ebページ
の設計に導入されつつある。このようなシステムは同時に，全ての人々
にとって使いやすい有効なものとなること，すなわちユニバーサルデザ
インの実現を目指している。これからの共生型の社会には，ユニバーサ
ルデザインの考え方は欠かせない視点である。

　不正アクセスなど，悪意のある攻撃でシステムの破壊やデータの盗聴
などが行われないように，情報セキュリティ技術の発展も重要である。
インターネットに接続されているコンピュータでは，ファイアウォール 
や仮

か

想
そう

プライベートネットワーク技術などが用いられる。また，認証技
術を用いて，接続する端末や利用者を特定する方法も利用されている。
　パスワード認証で利用者を特定できても，パスワードが漏

ろう

洩
えい

したり，
ログイン状態の端末を放置したりすれば無意味である。情報システムで
技術的な対策を行っても，使用する際の運用面で安全への配慮に不備が
あれば，安全な運用は望めない。悪用を防ぐ情報管理のためには，技術
的な対策と運用面の対策を併用することが重要である。

ユニバーサルデザインの推進3

❹

❺

セキュリティ技術の発展4

❻

❼

❶インターネットの普及率は，
居住する都市の規模が大きい
ほど，世帯主の年齢が若いほ
ど，世帯年収が多いほど高く
なっており，地域，年齢，所
得によって格差が生じている
と考えられる。また，教育レ
ベルや身体的制約要因から情
報格差が生じていることも指
摘されている。

❷操作方法が直感的に分かる
情報機器を開発すれば，誰に
とっても操作が容易になる。
また，このような技術面から
の支援ばかりではなく，必要
な知識と技術を学習する機会
を提供するような，社会面か
らの対応も必要である。

❸ディジタルデバイド
　（digital divide）
　ディジタル化されたサービ
スにアクセスできるかできな
いかの格差のこと。情報格差
ともいう。

❹アクセシビリティ
　（accessibility）

❺ユニバーサルデザイン
　（universal design）
　年齢，性別，国籍などの違
い，能力の有無，障がいの有
無などによらず利用できるよ
うに設計されたもの。使いや
すさの尺度の概念に，ユーザ
ビリティとアクセシビリティ
がある。

　カラーバリアフリー
� 23 ページ

❻ファイアウォール
　（firewall）
　L

ラ ン
ANを外部からの攻撃や

不正アクセスから守るために
開発された仕組み。決められ
た情報以外は通過させないと
いった監視を行う。

❼ 仮想プライベートネット
　ワーク（VPN：Virtual 
　Private Network）

　3� 情報セキュリティ
� 46 ページ

ユニバーサルデザインと情報技術

　ユニバーサルデザインの考えが生かされた製品に
は，情報技術と関わりの深いものも多い。
　Webページでは，文字を大きくしたり，テキス
トを読み上げたりする機能が一般化している。また，
マウスやキーボードの代わりに指先や音声，視線で
操作できるコンピュータも実用化している。

　携帯電話やスマートフォンでは，ボタンを大きく
したりメニューを見やすくしたりして，使いやすい
ように工夫されたものがある。
　情報技術の進展は，誰もが暮らしやすい社会にな
るための可能性を切り開いている。

▲指先で操作するコンピュータ
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総務省『情報通信白書』2017 年総務省『通信利用動向調査』2019 年
図１  日本の世代別インターネット利用状況

▲ 表示ボタンが大きい
スマートフォン

▲ひとつひとつのキーが分離したキーボード

理論編 42ページ

図２  世界のインターネット普及率
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ファイル名の一部で，ピリオド（ドット）の後に続く半角英数字の部分。ファイルの形式や扱うことのできる応用ソ
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グラフの表現
　数値データをグラフに表現して視覚化することで，データの傾向や特性が見つけやすくなる。グ
ラフにはさまざまな種類があるので，処理の目的やデータの特徴に合わせて，使用するグラフを適
切に選択することが必要である。

鹿児島

山口

鳥取

金沢

新潟

東京

296

308

303
148

122

ファイル形式の種類と特徴

　横軸を項目，縦軸を数値軸とする棒
状のグラフ。項目間の数値を比較する
のに適している。

　長方形の帯を項目ごとに区切って数
量を表現するグラフ。内訳や比率を表
すのに適している。

　棒グラフと折れ線グラフ
のように，異なる要素を表
現するグラフ。

棒グラフ

帯グラフ

複合グラフ

折れ線グラフ

レーダーチャート

円グラフ

散布図

　円を分割し，それぞれの面積によっ
て，項目ごとの数量を表現するグラフ。
内訳や比率を表すのに適している。

　２つの項目の数量を縦軸と横軸に取
り，点の位置で数値を表現するグラフ。
全体的な分布や傾向，相関関係を見る
のに適している。

　数量などの推移を折れ線で表すグラフ。
横軸を主に時間軸とし，時間経過に伴う
データの変化を読み取るのに適している。

　項目ごとの数量を中心からの距離で表
現するグラフ。データの全体的なバラン
スを見るのに適している。

　頂点（○で囲んだ対象）と辺（対象間の関係の線）の集まりからなる
図もグラフである。

箱ひげ図

　複合グラフに見られる下のような図を箱ひげ図という。
　箱ひげ図は，最小値，第１四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
，中央値，第３四分位数，最大値の５点でデータの分布を表し，複数の

データの分布を比較するのに適している。

最小値 ………… 最も小さいデータの値
第１四分位数 … 小さい方から４分の１のところのデータの値
中央値 ………… 小さい方から２分の１のところのデータの値
第３四分位数 … 小さい方から４分の３のところのデータの値
最大値 ………… 最も大きいデータの値

最小値 第１四分位数 第３四分位数 最大値中央値

Tab タブ

ESC エスケープ

Alt オルト

Shift シフト

Ctrl コントロール

！ エクスクラメーションマーク

” ダブルクォーテーションマーク

＃ シャープ

＄ ダラー（ドル）

％ パーセント

＆ アンパサンド（アンド）

’ アポストロフィ

＾ ハット

＠ アットマーク

＊ アスタリスク

： コロン

； セミコロン

, コンマ

. ピリオド（ドット）

［ ］ スクエアブラケット

＜＞ アングルブラケット

｛｝ カーリーブラケット

（） パーレン

／ スラッシュ

＼ バックスラッシュ

− ハイフン

＿ アンダーバー

￥ エン

〜 チルダ

？ クエスチョンマーク

｜ パイプライン
出典　JIS（日本工業規格）ほか

形式名 特　徴

G
ジ フ

IF 色や白黒階調の種類を最高 256 通りで表現し，同じ色やパターンが続いている部分を可
逆圧縮した形式。使用されている色の種類が少ない幾何学模様などに適している。

J
ジェイペグ

PEG 人間の視覚特性に基づいて見た目に影響しない情報を取り除く方法で非可逆圧縮した形式。
写真などに適している。ディジタルカメラの保存形式として多く利用される。

P
ピ ン グ

NG ネットワークに適した形式として，GIF を発展させて多様な機能を持つよう開発された可
逆圧縮形式。色の種類が多い幾何学模様などに適している。

B
ビーエムピー

MP ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。画面上の画像表現データをそのまま
に近い形式で保存。非圧縮が基本で，小さな画像の高速な読み書きに適している。

T
テ ィ フ

IFF タイル状の小さな区画に分割されて処理される。基本は非圧縮で，数種の圧縮方式にも対
応した形式。ソフトウェア間での画像の交換や大きな画像に適している。

P
ピ ク ト

ICT ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。ペイント系の画像とドロー系の画像
を混在して保存できる。クリップボードで画像データを交換するのに使われる。
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静止画像ファイル形式

形式名 特　徴

M
ミ デ ィ

IDI 音そのものではなく，音色，音程，長さ，強さ，テンポなどの情報を記録したファイル形式。
サイズが小さいので，インターネットで多く利用されている。

W
ウ ェ イ ブ

AVE
ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。音楽 C

シーディー
D と同等の音質を扱うことがで

きる。データの容量は大きい。

A
ア イ フ

IFF ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。高品位でサンプリングした音データの
記録や楽器データの保存が可能である。

M
エム

P
ピー

3
スリー

動画の圧縮形式である MPEG-1 の音声部分の記録方式を利用した音ファイル形式。人間
が聞き取れない音を除くことで，容量を WAVE ファイルの 10 分の 1 程度にすることが
できる。

W
ダブリュ

M
エム

A
エー ストリーミング配信に対応したファイル形式。MP3 形式よりも高圧縮・高音質で，容量

を WAVE ファイルの 20 分の 1 程度に小さくすることができる。

音声ファイル形式

形式名 特　徴

A
エーブイアイ

VI
ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。この形式では音声や動画像の圧縮形式
を規定していないので，それぞれの圧縮形式に対応したプログラム（コーデックという）
が必要となる。

M
エ ム ペ グ

PEG

MPEG-1 は V
ブイエイチエス

HS ビデオ並の画質を保って動画像を圧縮することが可能。同様に，
MPEG-2 は S-VHS ビデオやハイビジョンテレビ並の画質を保つ。一方，MPEG-4 は通信
速度の遅いメディアでも使用できることを想定して開発され，低画質から高画質まで幅広
く対応している。

M
エムオーブイ

OV ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。一部のディジタルビデオカメラの記録
形式として採用されている。

F
エフエルブイ

LV 動画を再生するプレーヤ用のファイル形式の１つ。多数の圧縮方法や種類がある。動画配
信などに多く使用される。

動画像ファイル形式

ローマ字入力の例

主な記号の読み方 別の読み方をす
る場合もある

（コンピュータの機種やソフトウェアによって異なる）
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グラフの表現
　数値データをグラフに表現して視覚化することで，データの傾向や特性が見つけやすくなる。グ
ラフにはさまざまな種類があるので，処理の目的やデータの特徴に合わせて，使用するグラフを適
切に選択することが必要である。
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東京
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122

ファイル形式の種類と特徴

　横軸を項目，縦軸を数値軸とする棒
状のグラフ。項目間の数値を比較する
のに適している。

　長方形の帯を項目ごとに区切って数
量を表現するグラフ。内訳や比率を表
すのに適している。

　棒グラフと折れ線グラフ
のように，異なる要素を表
現するグラフ。

棒グラフ

帯グラフ

複合グラフ

折れ線グラフ

レーダーチャート

円グラフ

散布図

　円を分割し，それぞれの面積によっ
て，項目ごとの数量を表現するグラフ。
内訳や比率を表すのに適している。

　２つの項目の数量を縦軸と横軸に取
り，点の位置で数値を表現するグラフ。
全体的な分布や傾向，相関関係を見る
のに適している。

　数量などの推移を折れ線で表すグラフ。
横軸を主に時間軸とし，時間経過に伴う
データの変化を読み取るのに適している。

　項目ごとの数量を中心からの距離で表
現するグラフ。データの全体的なバラン
スを見るのに適している。

　頂点（○で囲んだ対象）と辺（対象間の関係の線）の集まりからなる
図もグラフである。

箱ひげ図

　複合グラフに見られる下のような図を箱ひげ図という。
　箱ひげ図は，最小値，第１四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
，中央値，第３四分位数，最大値の５点でデータの分布を表し，複数の

データの分布を比較するのに適している。

最小値 ………… 最も小さいデータの値
第１四分位数 … 小さい方から４分の１のところのデータの値
中央値 ………… 小さい方から２分の１のところのデータの値
第３四分位数 … 小さい方から４分の３のところのデータの値
最大値 ………… 最も大きいデータの値

最小値 第１四分位数 第３四分位数 最大値中央値

Tab タブ

ESC エスケープ

Alt オルト

Shift シフト

Ctrl コントロール

！ エクスクラメーションマーク

” ダブルクォーテーションマーク

＃ シャープ

＄ ダラー（ドル）

％ パーセント

＆ アンパサンド（アンド）

’ アポストロフィ

＾ ハット

＠ アットマーク

＊ アスタリスク

： コロン

； セミコロン

, コンマ

. ピリオド（ドット）

［ ］ スクエアブラケット

＜＞ アングルブラケット

｛｝ カーリーブラケット

（） パーレン

／ スラッシュ

＼ バックスラッシュ

− ハイフン

＿ アンダーバー

￥ エン

〜 チルダ

？ クエスチョンマーク

｜ パイプライン
出典　JIS（日本工業規格）ほか

形式名 特　徴

G
ジ フ

IF 色や白黒階調の種類を最高 256 通りで表現し，同じ色やパターンが続いている部分を可
逆圧縮した形式。使用されている色の種類が少ない幾何学模様などに適している。

J
ジェイペグ

PEG 人間の視覚特性に基づいて見た目に影響しない情報を取り除く方法で非可逆圧縮した形式。
写真などに適している。ディジタルカメラの保存形式として多く利用される。

P
ピ ン グ

NG ネットワークに適した形式として，GIF を発展させて多様な機能を持つよう開発された可
逆圧縮形式。色の種類が多い幾何学模様などに適している。

B
ビーエムピー

MP ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。画面上の画像表現データをそのまま
に近い形式で保存。非圧縮が基本で，小さな画像の高速な読み書きに適している。

T
テ ィ フ

IFF タイル状の小さな区画に分割されて処理される。基本は非圧縮で，数種の圧縮方式にも対
応した形式。ソフトウェア間での画像の交換や大きな画像に適している。

P
ピ ク ト

ICT ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。ペイント系の画像とドロー系の画像
を混在して保存できる。クリップボードで画像データを交換するのに使われる。
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静止画像ファイル形式

形式名 特　徴

M
ミ デ ィ

IDI 音そのものではなく，音色，音程，長さ，強さ，テンポなどの情報を記録したファイル形式。
サイズが小さいので，インターネットで多く利用されている。

W
ウ ェ イ ブ

AVE
ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。音楽 C

シーディー
D と同等の音質を扱うことがで

きる。データの容量は大きい。

A
ア イ フ

IFF ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。高品位でサンプリングした音データの
記録や楽器データの保存が可能である。

M
エム

P
ピー

3
スリー

動画の圧縮形式である MPEG-1 の音声部分の記録方式を利用した音ファイル形式。人間
が聞き取れない音を除くことで，容量を WAVE ファイルの 10 分の 1 程度にすることが
できる。

W
ダブリュ

M
エム

A
エー ストリーミング配信に対応したファイル形式。MP3 形式よりも高圧縮・高音質で，容量

を WAVE ファイルの 20 分の 1 程度に小さくすることができる。

音声ファイル形式

形式名 特　徴

A
エーブイアイ

VI
ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。この形式では音声や動画像の圧縮形式
を規定していないので，それぞれの圧縮形式に対応したプログラム（コーデックという）
が必要となる。

M
エ ム ペ グ

PEG

MPEG-1 は V
ブイエイチエス

HS ビデオ並の画質を保って動画像を圧縮することが可能。同様に，
MPEG-2 は S-VHS ビデオやハイビジョンテレビ並の画質を保つ。一方，MPEG-4 は通信
速度の遅いメディアでも使用できることを想定して開発され，低画質から高画質まで幅広
く対応している。

M
エムオーブイ

OV ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。一部のディジタルビデオカメラの記録
形式として採用されている。

F
エフエルブイ

LV 動画を再生するプレーヤ用のファイル形式の１つ。多数の圧縮方法や種類がある。動画配
信などに多く使用される。

動画像ファイル形式

ローマ字入力の例

主な記号の読み方 別の読み方をす
る場合もある

（コンピュータの機種やソフトウェアによって異なる）
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グラフの表現
　数値データをグラフに表現して視覚化することで，データの傾向や特性が見つけやすくなる。グ
ラフにはさまざまな種類があるので，処理の目的やデータの特徴に合わせて，使用するグラフを適
切に選択することが必要である。
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ファイル形式の種類と特徴

　横軸を項目，縦軸を数値軸とする棒
状のグラフ。項目間の数値を比較する
のに適している。

　長方形の帯を項目ごとに区切って数
量を表現するグラフ。内訳や比率を表
すのに適している。

　棒グラフと折れ線グラフ
のように，異なる要素を表
現するグラフ。

棒グラフ

帯グラフ

複合グラフ

折れ線グラフ

レーダーチャート

円グラフ

散布図

　円を分割し，それぞれの面積によっ
て，項目ごとの数量を表現するグラフ。
内訳や比率を表すのに適している。

　２つの項目の数量を縦軸と横軸に取
り，点の位置で数値を表現するグラフ。
全体的な分布や傾向，相関関係を見る
のに適している。

　数量などの推移を折れ線で表すグラフ。
横軸を主に時間軸とし，時間経過に伴う
データの変化を読み取るのに適している。

　項目ごとの数量を中心からの距離で表
現するグラフ。データの全体的なバラン
スを見るのに適している。

　頂点（○で囲んだ対象）と辺（対象間の関係の線）の集まりからなる
図もグラフである。

箱ひげ図

　複合グラフに見られる下のような図を箱ひげ図という。
　箱ひげ図は，最小値，第１四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
，中央値，第３四分位数，最大値の５点でデータの分布を表し，複数の

データの分布を比較するのに適している。

最小値 ………… 最も小さいデータの値
第１四分位数 … 小さい方から４分の１のところのデータの値
中央値 ………… 小さい方から２分の１のところのデータの値
第３四分位数 … 小さい方から４分の３のところのデータの値
最大値 ………… 最も大きいデータの値

最小値 第１四分位数 第３四分位数 最大値中央値

Tab タブ

ESC エスケープ

Alt オルト

Shift シフト

Ctrl コントロール

！ エクスクラメーションマーク

” ダブルクォーテーションマーク

＃ 番号記号

＄ ダラー（ドル）

％ パーセント

＆ アンパサンド（アンド）

’ アポストロフィ

＾ ハット

＠ アットマーク

＊ アスタリスク

： コロン

； セミコロン

, コンマ

. ピリオド（ドット）

［ ］ スクエアブラケット

＜＞ アングルブラケット

｛｝ カーリーブラケット

（） パーレン

／ スラッシュ

＼ バックスラッシュ

− ハイフン

＿ アンダーバー

￥ エン

〜 チルダ

？ クエスチョンマーク

｜ 縦線
出典　JIS（日本産業規格）ほか

形式名 特　徴

G
ジ フ

IF 色や白黒階調の種類を最高 256 通りで表現し，同じ色やパターンが続いている部分を可
逆圧縮した形式。使用されている色の種類が少ない幾何学模様などに適している。

J
ジェイペグ

PEG 人間の視覚特性に基づいて見た目に影響しない情報を取り除く方法で非可逆圧縮した形式。
写真などに適している。ディジタルカメラの保存形式として多く利用される。

P
ピ ン グ

NG ネットワークに適した形式として，GIF を発展させて多様な機能を持つよう開発された可
逆圧縮形式。色の種類が多い幾何学模様などに適している。

B
ビーエムピー

MP ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。画面上の画像表現データをそのまま
に近い形式で保存。非圧縮が基本で，小さな画像の高速な読み書きに適している。

T
テ ィ フ

IFF タイル状の小さな区画に分割されて処理される。基本は非圧縮で，数種の圧縮方式にも対
応した形式。ソフトウェア間での画像の交換や大きな画像に適している。

P
ピ ク ト

ICT ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。ペイント系の画像とドロー系の画像
を混在して保存できる。クリップボードで画像データを交換するのに使われる。
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静止画像ファイル形式

形式名 特　徴

M
ミ デ ィ

IDI 音そのものではなく，音色，音程，長さ，強さ，テンポなどの情報を記録したファイル形式。
サイズが小さいので，インターネットで多く利用されている。

W
ウ ェ イ ブ

AVE
ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。音楽 C

シーディー
D と同等の音質を扱うことがで

きる。データの容量は大きい。

A
ア イ フ

IFF ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。高品位でサンプリングした音データの
記録や楽器データの保存が可能である。

M
エム

P
ピー

3
スリー

動画の圧縮形式である MPEG-1 の音声部分の記録方式を利用した音ファイル形式。人間
が聞き取れない音を除くことで，容量を WAVE ファイルの 10 分の 1 程度にすることが
できる。

W
ダブリュ

M
エム

A
エー ストリーミング配信に対応したファイル形式。MP3 形式よりも高圧縮・高音質で，容量

を WAVE ファイルの 20 分の 1 程度に小さくすることができる。

音声ファイル形式

形式名 特　徴

A
エーブイアイ

VI
ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。この形式では音声や動画像の圧縮形式
を規定していないので，それぞれの圧縮形式に対応したプログラム（コーデックという）
が必要となる。

M
エ ム ペ グ

PEG

MPEG-1 は V
ブイエイチエス

HS ビデオ並の画質を保って動画像を圧縮することが可能。同様に，
MPEG-2 は S-VHS ビデオやハイビジョンテレビ並の画質を保つ。一方，MPEG-4 は通信
速度の遅いメディアでも使用できることを想定して開発され，低画質から高画質まで幅広
く対応している。

M
エムオーブイ

OV ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。一部のディジタルビデオカメラの記録
形式として採用されている。

F
エフエルブイ

LV 動画を再生するプレーヤ用のファイル形式の１つ。多数の圧縮方法や種類がある。動画配
信などに多く使用される。

動画像ファイル形式

ローマ字入力の例

主な記号の読み方 別の読み方をす
る場合もある

（コンピュータの機種やソフトウェアによって異なる）
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グラフの表現
　数値データをグラフに表現して視覚化することで，データの傾向や特性が見つけやすくなる。グ
ラフにはさまざまな種類があるので，処理の目的やデータの特徴に合わせて，使用するグラフを適
切に選択することが必要である。

鹿児島

山口

鳥取

金沢

新潟

東京

296

308

303
148

122

ファイル形式の種類と特徴

　横軸を項目，縦軸を数値軸とする棒
状のグラフ。項目間の数値を比較する
のに適している。

　長方形の帯を項目ごとに区切って数
量を表現するグラフ。内訳や比率を表
すのに適している。

　棒グラフと折れ線グラフ
のように，異なる要素を表
現するグラフ。

棒グラフ

帯グラフ

複合グラフ

折れ線グラフ

レーダーチャート

円グラフ

散布図

　円を分割し，それぞれの面積によっ
て，項目ごとの数量を表現するグラフ。
内訳や比率を表すのに適している。

　２つの項目の数量を縦軸と横軸に取
り，点の位置で数値を表現するグラフ。
全体的な分布や傾向，相関関係を見る
のに適している。

　数量などの推移を折れ線で表すグラフ。
横軸を主に時間軸とし，時間経過に伴う
データの変化を読み取るのに適している。

　項目ごとの数量を中心からの距離で表
現するグラフ。データの全体的なバラン
スを見るのに適している。

　頂点（○で囲んだ対象）と辺（対象間の関係の線）の集まりからなる
図もグラフである。

箱ひげ図

　複合グラフに見られる下のような図を箱ひげ図という。
　箱ひげ図は，最小値，第１四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
，中央値，第３四分位数，最大値の５点でデータの分布を表し，複数の

データの分布を比較するのに適している。

最小値 ………… 最も小さいデータの値
第１四分位数 … 小さい方から４分の１のところのデータの値
中央値 ………… 小さい方から２分の１のところのデータの値
第３四分位数 … 小さい方から４分の３のところのデータの値
最大値 ………… 最も大きいデータの値

最小値 第１四分位数 第３四分位数 最大値中央値

Tab タブ

ESC エスケープ

Alt オルト

Shift シフト

Ctrl コントロール

！ エクスクラメーションマーク

” ダブルクォーテーションマーク

＃ 番号記号

＄ ダラー（ドル）

％ パーセント

＆ アンパサンド（アンド）

’ アポストロフィ

＾ ハット

＠ アットマーク

＊ アスタリスク

： コロン

； セミコロン

, コンマ

. ピリオド（ドット）

［ ］ スクエアブラケット

＜＞ アングルブラケット

｛｝ カーリーブラケット

（） パーレン

／ スラッシュ

＼ バックスラッシュ

− ハイフン

＿ アンダーバー

￥ エン

〜 チルダ

？ クエスチョンマーク

｜ 縦線
出典　JIS（日本産業規格）ほか

形式名 特　徴

G
ジ フ

IF 色や白黒階調の種類を最高 256 通りで表現し，同じ色やパターンが続いている部分を可
逆圧縮した形式。使用されている色の種類が少ない幾何学模様などに適している。

J
ジェイペグ

PEG 人間の視覚特性に基づいて見た目に影響しない情報を取り除く方法で非可逆圧縮した形式。
写真などに適している。ディジタルカメラの保存形式として多く利用される。

P
ピ ン グ

NG ネットワークに適した形式として，GIF を発展させて多様な機能を持つよう開発された可
逆圧縮形式。色の種類が多い幾何学模様などに適している。

B
ビーエムピー

MP ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。画面上の画像表現データをそのまま
に近い形式で保存。非圧縮が基本で，小さな画像の高速な読み書きに適している。

T
テ ィ フ

IFF タイル状の小さな区画に分割されて処理される。基本は非圧縮で，数種の圧縮方式にも対
応した形式。ソフトウェア間での画像の交換や大きな画像に適している。

P
ピ ク ト

ICT ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。ペイント系の画像とドロー系の画像
を混在して保存できる。クリップボードで画像データを交換するのに使われる。
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静止画像ファイル形式

形式名 特　徴

M
ミ デ ィ

IDI 音そのものではなく，音色，音程，長さ，強さ，テンポなどの情報を記録したファイル形式。
サイズが小さいので，インターネットで多く利用されている。

W
ウ ェ イ ブ

AVE
ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。音楽 C

シーディー
D と同等の音質を扱うことがで

きる。データの容量は大きい。

A
ア イ フ

IFF ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。高品位でサンプリングした音データの
記録や楽器データの保存が可能である。

M
エム

P
ピー

3
スリー

動画の圧縮形式である MPEG-1 の音声部分の記録方式を利用した音ファイル形式。人間
が聞き取れない音を除くことで，容量を WAVE ファイルの 10 分の 1 程度にすることが
できる。

W
ダブリュ

M
エム

A
エー ストリーミング配信に対応したファイル形式。MP3 形式よりも高圧縮・高音質で，容量

を WAVE ファイルの 20 分の 1 程度に小さくすることができる。

音声ファイル形式

形式名 特　徴

A
エーブイアイ

VI
ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。この形式では音声や動画像の圧縮形式
を規定していないので，それぞれの圧縮形式に対応したプログラム（コーデックという）
が必要となる。

M
エ ム ペ グ

PEG

MPEG-1 は V
ブイエイチエス

HS ビデオ並の画質を保って動画像を圧縮することが可能。同様に，
MPEG-2 は S-VHS ビデオやハイビジョンテレビ並の画質を保つ。一方，MPEG-4 は通信
速度の遅いメディアでも使用できることを想定して開発され，低画質から高画質まで幅広
く対応している。

M
エムオーブイ

OV ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。一部のディジタルビデオカメラの記録
形式として採用されている。

F
エフエルブイ

LV 動画を再生するプレーヤ用のファイル形式の１つ。多数の圧縮方法や種類がある。動画配
信などに多く使用される。

動画像ファイル形式

ローマ字入力の例

主な記号の読み方 別の読み方をす
る場合もある

（コンピュータの機種やソフトウェアによって異なる）
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著
作
権
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
個
人
情
報
保
護
法
）

特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
）

い
ろ
い
ろ
な
法
律

19
70

（
昭

和
45

）年
5月

6日
公

布
，2

01
5（

平
成

27
）年

６
月

24
日

改
正（

抜
粋

）

第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

著
作

物
並

び
に

実
演

，
レ

コ
ー

ド
，

放
送

及
び

有
線

放
送

に
関

し
著

作
者

の
権

利
及

び
こ

れ
に

隣
接

す
る

権
利

を
定

め
，

こ
れ

ら
の

文
化

的
所

産
の

公
正

な
利

用
に

留
意

し
つ

つ
，

著
作

者
等

の
権

利
の

保
護

を
図

り
，

も
つ

て
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

第
十
条
（
著
作
物
の
例
示
）　

こ
の

法
律

に
い

う
著

作
物

を
例

示
す

る
と

，
お

お
む

ね
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

　
一

　
小

説
，

脚
本

，
論

文
，

講
演

そ
の

他
の

言
語

の
著

作
物

　
二

　
音

楽
の

著
作

物
　

三
　

舞
踊

又
は

無
言

劇
の

著
作

物
　

四
　

絵
画

，
版

画
，

彫
刻

そ
の

他
の

美
術

の
著

作
物

　
五

　
建

築
の

著
作

物
　

六
　

 地
図

又
は

学
術

的
な

性
質

を
有

す
る

図
面

，
図

表
，

模
型

そ
の

他
の

図
形

の
著

作
物

　
七

　
映

画
の

著
作

物
　

八
　

写
真

の
著

作
物

　
九

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
著

作
物

２
　

事
実

の
伝

達
に

す
ぎ

な
い

雑
報

及
び

時
事

の
報

道
は

，
前

項
第

一
号

に
掲

げ
る

著
作

物
に

該
当

し
な

い
。

３
　

第
一

項
第

九
号

に
掲

げ
る

著
作

物
に

対
す

る
こ

の
法

律
に

よ
る

保
護

は
，

そ
の

著
作

物
を

作
成

す
る

た
め

に
用

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
，

規
約

及
び

解
法

に
及

ば
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

，
こ

れ
ら

の
用

語
の

意
義

は
，

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
　

一
　

 プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

表
現

す
る

手
段

と
し

て
の

文
字

そ
の

他
の

記
号

及
び

そ
の

体
系

を
い

う
。

　
二

　
 規

約
　

特
定

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

前
号

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

の
用

法
に

つ
い

て
の

特
別

の
約

束
を

い
う

。
　

三
　

 解
法

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

電
子

計
算

機
に

対
す

る
指

令
の

組
合

せ
の

方
法

を
い

う
。

第
十
八
条
（
公
表
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

で
ま

だ
公

表
さ

れ
て

い
な

い
も

の
（

そ
の

同
意

を
得

な
い

で
公

表
さ

れ
た

著
作

物
を

含
む

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。）
を

公
衆

に
提

供
し

，
又

は
提

示
す

る
権

利
を

有
す

る
。

当
該

著
作

物
を

原
著

作
物

と
す

る
二

次
的

著
作

物
に

つ
い

て
も

，
同

様
と

す
る

。
第
十
九
条
（
氏
名
表
示
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

の
原

作
品

に
，

又
は

そ
の

著
作

物
の

公
衆

へ
の

提
供

若
し

く
は

提
示

に
際

し
，

そ
の

実
名

若
し

く
は

変
名

を
著

作
者

名
と

し
て

表
示

し
，

又
は

著
作

者
名

を
表

示
し

な
い

こ
と

と
す

る
権

利
を

有
す

る
。

第
二
十
条
（
同
一
性
保
持
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

及
び

そ
の

題
号

の
同

一
性

を
保

持
す

る
権

利
を

有
し

，
そ

の
意

に
反

し
て

こ
れ

ら
の

変
更

，
切

除
そ

の
他

の
改

変
を

受
け

な
い

も
の

と
す

る
。

第
三
十
条
（
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
）　

著
作

権
の

目
的

と
な

つ
て

い
る

著
作

物
（

以
下

こ
の

款
に

お
い

て
単

に
「

著
作

物
」

と
い

う
。）

は
，

個
人

的
に

又
は

家
庭

内
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず
る

限
ら

れ
た

範
囲

内
に

お
い

て
使

用
す

る
こ

と
（

以
下

「
私

的
使

用
」

と
い

う
。）

を
目

的
と

す
る

と
き

は
，次

に
掲

げ
る

場
合

を
除

き
，

そ
の

使
用

す
る

者
が

複
製

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

一
　

 公
衆

の
使

用
に

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

自
動

複
製

機
器

（
複

製
の

機
能

を
有

し
，

こ
れ

に
関

す
る

装
置

の
全

部
又

は
主

要
な

部
分

が
自

動
化

さ
れ

て
い

る
機

器
を

い
う

。）
を

用
い

て
複

製
す

る
場

合
　

二
　

 技
術

的
保

護
手

段
の

回
避

（
第

二
条

第
一

項
第

二
十

号
に

規
定

す
る

信
号

の
除

去
若

し
く

は
改

変
（

記
録

又
は

送
信

の
方

式
の

変
換

に
伴

う
技

術
的

な
制

約
に

よ
る

除
去

又
は

改
変

を
除

く
。）

を
行

う
こ

と
に

よ
り

，
当

該
技

術
的

保
護

手
段

に
よ

つ
て

防
止

さ
れ

る
行

為
を

可
能

と
し

，
又

は
当

該
技

術
的

保
護

手
段

に
よ

つ
て

抑
止

さ
れ

る
行

為
の

結
果

に
障

害
を

生
じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
を

い
う

。
第

百
二

十
条

の
二

第
一

号
及

び
第

二
号

に
お

い
て

同
じ

。）
に

よ
り

可
能

と
な

り
，

又
は

そ
の

結
果

に
障

害
が

生
じ

な
い

よ
う

に
な

つ
た

複
製

を
，

そ
の

事
実

を
知

り
な

が
ら

行
う

場
合

　
三

　
 著

作
権

を
侵

害
す

る
自

動
公

衆
送

信
（

国
外

で
行

わ
れ

る
自

動
公

衆
送

信
で

あ
つ

て
，

国
内

で
行

わ
れ

た
と

し
た

な
ら

ば
著

作
権

の
侵

害
と

な
る

べ
き

も
の

を
含

む
。）

を
受

信
し

て
行

う
デ

ジ
タ

ル
方

式
の

録
音

又
は

録
画

を
，

そ
の

事
実

を
知

り
な

が
ら

行
う

場
合

２
　

私
的

使
用

を
目

的
と

し
て

，
デ

ジ
タ

ル
方

式
の

録
音

又
は

録
画

の
機

能
を

有
す

る
機

器
（

放
送

の
業

務
の

た
め

の
特

別
の

性
能

そ
の

他
の

私
的

使
用

に
通

常
供

さ
れ

な
い

特
別

の
性

能
を

有
す

る
も

の
及

び
録

音
機

能
付

き
の

電
話

機
そ

の
他

の
本

来
の

機
能

に
附

属
す

る
機

能
と

し
て

録
音

又
は

録
画

の
機

能
を

有
す

る
も

の
を

除
く

。）
で

あ
つ

て
政

令
で

定
め

る
も

の
に

よ
り

，
当

該
機

器
に

よ
る

デ
ジ

タ
ル

方
式

の
録

音
又

は
録

画
の

用
に

供
さ

れ
る

記
録

媒
体

で
あ

つ
て

政
令

で
定

め
る

も
の

に
録

音
又

は
録

画
を

行
う

者
は

，
相

当
な

額
の

補
償

金
を

著
作

権
者

に
支

払
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
三
十
二
条
（
引
用
）　

公
表

さ
れ

た
著

作
物

は
，

引
用

し
て

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
，

そ
の

引
用

は
，

公
正

な
慣

行
に

合
致

す
る

も
の

で
あ

り
，

か
つ

，
報

道
，

批
評

，
研

究
そ

の
他

の
引

用
の

目
的

上
正

当
な

範
囲

内
で

行
な

わ
れ

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

　
国

若
し

く
は

地
方

公
共

団
体

の
機

関
，

独
立

行
政

法
人

又
は

地
方

独
立

行
政

法
人

が
一

般
に

周
知

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
作

成
し

，
そ

の
著

作
の

名
義

の
下

に
公

表
す

る
広

報
資

料
，

調
査

統
計

資
料

，
報

告
書

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

著
作

物
は

，
説

明
の

材
料

と
し

て
新

聞
紙

，
雑

誌
そ

の
他

の
刊

行
物

に
転

載
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
，

こ
れ

を
禁

止
す

る
旨

の
表

示
が

あ
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

第
三
十
五
条
（
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
お
け
る
複
製
等
）　

学
校

そ
の

他
の

教
育

機
関

（
営

利
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

も
の

を
除

く
。）

に
お

い
て

教
育

を
担

任
す

る
者

及
び

授
業

を
受

け
る

者
は

，
そ

の
授

業
の

過
程

に
お

け
る

使
用

に
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

場
合

に
は

，
必

要
と

認
め

ら
れ

る
限

度
に

お
い

て
，

公
表

さ
れ

た
著

作
物

を
複

製
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
，

当
該

著
作

物
の

種
類

及
び

用
途

並
び

に
そ

の
複

製
の

部
数

及
び

態
様

に
照

ら
し

著
作

権
者

の
利

益
を

不
当

に
害

す
る

こ
と

と
な

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
第
四
十
七
条
の
三
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の
複
製
物
の
所
有
者
に
よ
る
複
製

等
）　

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

著
作

物
の

複
製

物
の

所
有

者
は

，
自

ら
当

該
著

作
物

を
電

子
計

算
機

に
お

い
て

利
用

す
る

た
め

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
限

度
に

お
い

て
，

当
該

著
作

物
の

複
製

又
は

翻
案

（
こ

れ
に

よ
り

創
作

し
た

二
次

的
著

作
物

の
複

製
を

含
む

。）
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

，
当

該
利

用
に

係
る

複
製

物
の

使
用

に
つ

き
，

第
百

十
三

条
第

二
項

の
規

定
が

適
用

さ
れ

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。

第
五
十
一
条
（
保
護
期
間
の
原
則
）　

著
作

権
の

存
続

期
間

は
，

著
作

物
の

創
作

の
時

に
始

ま
る

。
２

　
著

作
権

は
，

こ
の

節
に

別
段

の
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
，

著
作

者
の

死
後

（
共

同
著

作
物

に
あ

つ
て

は
，

最
終

に
死

亡
し

た
著

作
者

の
死

後
。

次
条

第
一

項
に

お
い

て
同

じ
。）

五
十

年
を

経
過

す
る

ま
で

の
間

，
存

続
す

る
。

第
百
十
九
条

　
著

作
権

，
出

版
権

又
は

著
作

隣
接

権
を

侵
害

し
た

者
（

第
三

十
条

第
一

項
（

第
百

二
条

第
一

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。）
に

定
め

る
私

的
使

用
の

目
的

を
も

つ
て

自
ら

著
作

物
若

し
く

は
実

演
等

の
複

製
を

行
つ

た
者

，
第

百
十

三
条

第
三

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
権

若
し

く
は

著
作

隣
接

権
（

同
条

第
四

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
隣

接
権

と
み

な
さ

れ
る

権
利

を
含

む
。

第
百

二
十

条
の

二
第

三
号

に
お

い
て

同
じ

。）
を

侵
害

す
る

行
為

と
み

な
さ

れ
る

行
為

を
行

つ
た

者
，

第
百

十
三

条
第

五
項

の
規

定
に

よ
り

著
作

権
若

し
く

は
著

作
隣

接
権

を
侵

害
す

る
行

為
と

み
な

さ
れ

る
行

為
を

行
つ

た
者

又
は

次
項

第
三

号
若

し
く

は
第

四
号

に
掲

げ
る

者
を

除
く

。）
は

，十
年

以
下

の
懲

役
若

し
く

は
千

万
円

以
下

の
罰

金
に

処
し

，
又

は
こ

れ
を

併
科

す
る

。
２

　
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

は
，

五
年

以
下

の
懲

役
若

し
く

は
五

百
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

し
，

又
は

こ
れ

を
併

科
す

る
。

　
一

　
 著

作
者

人
格

権
又

は
実

演
家

人
格

権
を

侵
害

し
た

者
（

第
百

十
三

条
第

三
項

の
規

定
に

よ
り

著
作

者
人

格
権

又
は

実
演

家
人

格
権

を
侵

害
す

る
行

為
と

み
な

さ
れ

る
行

為
を

行
つ

た
者

を
除

く
。）

　
二

　
 営

利
を

目
的

と
し

て
，

第
三

十
条

第
一

項
第

一
号

に
規

定
す

る
自

動
複

製
機

器
を

著
作

権
，

出
版

権
又

は
著

作
隣

接
権

の
侵

害
と

な
る

著
作

物
又

は
実

演
等

の
複

製
に

使
用

さ
せ

た
者

第
一
章
　
総
則

第
一
節
　
通
則

第
二
章
　
著
作
者
の
権
利

第
一
節
　
著
作
物

第
三
節
　
権
利
の
内
容

第
二
款
　
著
作
者
人
格
権

第
五
款
　
著
作
権
の
制
限

第
四
節
　
保
護
期
間

第
八
章
　
罰
則

20
03

（
平

成
15

）年
5月

30
日

公
布

，2
01

5（
平

成
27

）年
9月

9日
改

正（
抜

粋
）

第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

高
度

情
報

通
信

社
会

の
進

展
に

伴
い

個
人

情
報

の
利

用
が

著
し

く
拡

大
し

て
い

る
こ

と
に

鑑
み

，
個

人
情

報
の

適
正

な
取

扱
い

に
関

し
，

基
本

理
念

及
び

政
府

に
よ

る
基

本
方

針
の

作
成

そ
の

他
の

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
施

策
の

基
本

と
な

る
事

項
を

定
め

，
国

及
び

地
方

公
共

団
体

の
責

務
等

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
，

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
事

業
者

の
遵

守
す

べ
き

義
務

等
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

，
個

人
情

報
の

有
用

性
に

配
慮

し
つ

つ
，

個
人

の
権

利
利

益
を

保
護

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第
二
条
（
定
義
）　

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
個

人
情

報
」

と
は

，
生

存
す

る
個

人
に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て
，

当
該

情
報

に
含

ま
れ

る
氏

名
，

生
年

月
日

そ
の

他
の

記
述

等
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

（
他

の
情

報
と

容
易

に
照

合
す

る
こ

と
が

で
き

，
そ

れ
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

る
も

の
を

含
む

。）
を

い
う

。

第
十
五
条
（
利
用
目
的
の
特
定
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

に
当

た
っ

て
は

，
そ

の
利

用
の

目
的

（
以

下
「

利
用

目
的

」
と

い
う

。）
を

で
き

る
限

り
特

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
十
六
条
（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
あ

ら
か

じ
め

本
人

の
同

意
を

得
な

い
で

，
前

条
の

規
定

に
よ

り
特

定
さ

れ
た

利
用

目
的

の
達

成
に

必
要

な
範

囲
を

超
え

て
，

個
人

情
報

を
取

り
扱

っ
て

は
な

ら
な

い
。

第
十
七
条
（
適
正
な
取
得
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
偽

り
そ

の
他

不
正

の
手

段
に

よ
り

個
人

情
報

を
取

得
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
十
八
条
（
取
得
に
際
し
て
の
利
用
目
的
の
通
知
等
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者

は
，

個
人

情
報

を
取

得
し

た
場

合
は

，
あ

ら
か

じ
め

そ
の

利
用

目
的

を
公

表
し

て
い

る
場

合
を

除
き

，
速

や
か

に
，

そ
の

利
用

目
的

を
，

本
人

に
通

知
し

，
又

は
公

表
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
十
九
条
（
デ
ー
タ
内
容
の
正
確
性
の
確
保
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
利

用
目

的
の

達
成

に
必

要
な

範
囲

内
に

お
い

て
，

個
人

デ
ー

タ
を

正
確

か
つ

最
新

の
内

容
に

保
つ

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
二
十
条
（
安
全
管
理
措
置
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
そ

の
取

り
扱

う
個

人
デ

ー
タ

の
漏

え
い

，
滅

失
又

は
き

損
の

防
止

そ
の

他
の

個
人

デ
ー

タ
の

安
全

管
理

の
た

め
に

必
要

か
つ

適
切

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

第
六
十
六
条
　（
適
用
除
外
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
の

う
ち

次
の

各
号

に
掲

げ
る

者
に

つ
い

て
は

，
そ

の
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

目
的

の
全

部
又

は
一

部
が

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
規

定
す

る
目

的
で

あ
る

と
き

は
，

第
四

章
の

規
定

は
，

適
用

し
な

い
。

　
一

　
 放

送
機

関
，

新
聞

社
，

通
信

社
そ

の
他

の
報

道
機

関
（

報
道

を
業

と
し

て
行

う
個

人
を

含
む

。）
　

報
道

の
用

に
供

す
る

目
的

　
二

　
 著

述
を

業
と

し
て

行
う

者
　

著
述

の
用

に
供

す
る

目
的

　
三

　
 大

学
そ

の
他

の
学

術
研

究
を

目
的

と
す

る
機

関
若

し
く

は
団

体
又

は
そ

れ
ら

に
属

す
る

者
　

学
術

研
究

の
用

に
供

す
る

目
的

　
四

　
 宗

教
団

体
　

宗
教

活
動（

こ
れ

に
付

随
す

る
活

動
を

含
む

。）
の

用
に

供
す

る
目

的
　

五
　

 政
治

団
体

　
政

治
活

動（
こ

れ
に

付
随

す
る

活
動

を
含

む
。）

の
用

に
供

す
る

目
的

第
七
十
四
条

　
第

三
十

四
条

第
二

項
又

は
第

三
項

の
規

定
に

よ
る

命
令

に
違

反
し

た
者

は
，

六
月

以
下

の
懲

役
又

は
三

十
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
第
七
十
五
条

　
第

三
十

二
条

又
は

第
四

十
六

条
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

せ
ず

，
又

は
虚

偽
の

報
告

を
し

た
者

は
，

三
十

万
円

以
下

の
罰

金
に

処
す

る
。

第
一
章
　
総
則

第
四
章
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務
等

第
一
節
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務

第
六
章
　
雑
則

第
七
章
　
罰
則

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
）

19
99

（
平

成
11

）年
8月

13
日

公
布

，2
01

3（
平

成
25

）年
5月

31
日

改
正（

抜
粋

）
第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

を
禁

止
す

る
と

と
も

に
，

こ
れ

に
つ

い
て

の
罰

則
及

び
そ

の
再

発
防

止
の

た
め

の
都

道
府

県
公

安
委

員
会

に
よ

る
援

助
措

置
等

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
，

電
気

通
信

回
線

を
通

じ
て

行
わ

れ
る

電
子

計
算

機
に

係
る

犯
罪

の
防

止
及

び
ア

ク
セ

ス
制

御
機

能
に

よ
り

実
現

さ
れ

る
電

気
通

信
に

関
す

る
秩

序
の

維
持

を
図

り
，

も
っ

て
高

度
情

報
通

信
社

会
の

健
全

な
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第
二
条
（
定
義
）　

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
ア

ク
セ

ス
管

理
者

」
と

は
，

電
気

通
信

回
線

に
接

続
し

て
い

る
電

子
計

算
機

（
以

下
「

特
定

電
子

計
算

機
」

と
い

う
。）

の
利

用（
当

該
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
行

う
も

の
に

限
る

。
以

下「
特

定
利

用
」

と
い

う
。）

に
つ

き
当

該
特

定
電

子
計

算
機

の
動

作
を

管
理

す
る

者
を

い
う

。
第
三
条
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
）　

何
人

も
，

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
七
条
（
識
別
符
号
の
入
力
を
不
正
に
要
求
す
る
行
為
の
禁
止
）　

何
人

も
，

ア
ク

セ
ス

制
御

機
能

を
特

定
電

子
計

算
機

に
付

加
し

た
ア

ク
セ

ス
管

理
者

に
な

り
す

ま
し

，
そ

の
他

当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
で

あ
る

と
誤

認
さ

せ
て

，
次

に
掲

げ
る

行

為
を

し
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
，

当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
の

承
諾

を
得

て
す

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
　

一
　

 当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
が

当
該

ア
ク

セ
ス

制
御

機
能

に
係

る
識

別
符

号
を

付
さ

れ
た

利
用

権
者

に
対

し
当

該
識

別
符

号
を

特
定

電
子

計
算

機
に

入
力

す
る

こ
と

を
求

め
る

旨
の

情
報

を
，

電
気

通
信

回
線

に
接

続
し

て
行

う
自

動
公

衆
送

信
（

公
衆

に
よ

っ
て

直
接

受
信

さ
れ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
公

衆
か

ら
の

求
め

に
応

じ
自

動
的

に
送

信
を

行
う

こ
と

を
い

い
，

放
送

又
は

有
線

放
送

に
該

当
す

る
も

の
を

除
く

。）
を

利
用

し
て

公
衆

が
閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き

る
状

態
に

置
く

行
為

　
二

　
 当

該
ア

ク
セ

ス
管

理
者

が
当

該
ア

ク
セ

ス
制

御
機

能
に

係
る

識
別

符
号

を
付

さ
れ

た
利

用
権

者
に

対
し

当
該

識
別

符
号

を
特

定
電

子
計

算
機

に
入

力
す

る
こ

と
を

求
め

る
旨

の
情

報
を

，
電

子
メ

ー
ル

（
特

定
電

子
メ

ー
ル

の
送

信
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
十

四
年

法
律

第
二

十
六

号
）

第
二

条
第

一
号

に
規

定
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
い

う
。）

に
よ

り
当

該
利

用
権

者
に

送
信

す
る

行
為

20
01（

平
成

13
）年

11
月

30
日

公
布

，2
01

3（
平

成
25

）年
４

月
26

日
改

正（
抜

粋
）

第
一
条
（
趣
旨
）　

こ
の

法
律

は
，

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

っ
て

権
利

の
侵

害
が

あ
っ

た
場

合
に

つ
い

て
，

特
定

電
気

通
信

役
務

提
供

者
の

損
害

賠
償

責
任

の
制

限
及

び
発

信
者

情
報

の
開

示
を

請
求

す
る

権
利

に
つ

き
定

め
る

も
の

と
す

る
。

第
三
条
（
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
）　

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

り
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
た

と
き

は
，

当
該

特
定

電
気

通
信

の
用

に
供

さ
れ

る
特

定
電

気
通

信
設

備
を

用
い

る
特

定
電

気
通

信
役

務
提

供
者

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
関

係
役

務
提

供
者

」
と

い
う

。）
は

，
こ

れ
に

よ
っ

て
生

じ
た

損
害

に
つ

い
て

は
，

権
利

を
侵

害
し

た
情

報
の

不
特

定
の

者
に

対
す

る
送

信
を

防
止

す
る

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
技

術
的

に
可

能
な

場
合

で
あ

っ
て

，
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
で

な
け

れ
ば

，
賠

償
の

責
め

に
任

じ
な

い
。

た
だ

し
，

当
該

関
係

役
務

提
供

者
が

当
該

権
利

を
侵

害
し

た
情

報
の

発
信

者
で

あ
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
一

　
 当

該
関

係
役

務
提

供
者

が
当

該
特

定
電

気
通

信
に

よ
る

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
た

と
き

。

　
二

　
 当

該
関

係
役

務
提

供
者

が
，

当
該

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

を
知

っ
て

い
た

場
合

で
あ

っ
て

，
当

該
特

定
電

気
通

信
に

よ
る

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
と

認
め

る
に

足
り

る
相

当
の

理
由

が
あ

る
と

き
。

第
四
条
（
発
信
者
情
報
の
開
示
請
求
等
）　

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

っ
て

自
己

の
権

利
を

侵
害

さ
れ

た
と

す
る

者
は

，
次

の
各

号
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
と

き
に

限
り

，
当

該
特

定
電

気
通

信
の

用
に

供
さ

れ
る

特
定

電
気

通
信

設
備

を
用

い
る

特
定

電
気

通
信

役
務

提
供

者
（

以
下

「
開

示
関

係
役

務
提

供
者

」
と

い
う

。）
に

対
し

，
当

該
開

示
関

係
役

務
提

供
者

が
保

有
す

る
当

該
権

利
の

侵
害

に
係

る
発

信
者

情
報

（
氏

名
，

住
所

そ
の

他
の

侵
害

情
報

の
発

信
者

の
特

定
に

資
す

る
情

報
で

あ
っ

て
総

務
省

令
で

定
め

る
も

の
を

い
う

。
以

下
同

じ
。）

の
開

示
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

一
　

 侵
害

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
当

該
開

示
の

請
求

を
す

る
者

の
権

利
が

侵
害

さ
れ

た
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
る

と
き

。
　

二
　

 当
該

発
信

者
情

報
が

当
該

開
示

の
請

求
を

す
る

者
の

損
害

賠
償

請
求

権
の

行
使

の
た

め
に

必
要

で
あ

る
場

合
そ

の
他

発
信

者
情

報
の

開
示

を
受

け
る

べ
き

正
当

な
理

由
が

あ
る

と
き

。

10
01
11
11

10
01
11
10

社
会

と
情

報
�

_
�

ッ
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15
8

15
9

資 料 編

著
作
権
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
個
人
情
報
保
護
法
）

特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
）

い
ろ
い
ろ
な
法
律

19
70

（
昭

和
45

）年
5月

6日
公

布
，2

01
8（

平
成

30
）年

７
月

13
日

改
正（

抜
粋

）

第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

著
作

物
並

び
に

実
演

，
レ

コ
ー

ド
，

放
送

及
び

有
線

放
送

に
関

し
著

作
者

の
権

利
及

び
こ

れ
に

隣
接

す
る

権
利

を
定

め
，

こ
れ

ら
の

文
化

的
所

産
の

公
正

な
利

用
に

留
意

し
つ

つ
，

著
作

者
等

の
権

利
の

保
護

を
図

り
，

も
つ

て
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

第
十
条
（
著
作
物
の
例
示
）　

こ
の

法
律

に
い

う
著

作
物

を
例

示
す

る
と

，
お

お
む

ね
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

　
一

　
小

説
，

脚
本

，
論

文
，

講
演

そ
の

他
の

言
語

の
著

作
物

　
二

　
音

楽
の

著
作

物
　

三
　

舞
踊

又
は

無
言

劇
の

著
作

物
　

四
　

絵
画

，
版

画
，

彫
刻

そ
の

他
の

美
術

の
著

作
物

　
五

　
建

築
の

著
作

物
　

六
　

 地
図

又
は

学
術

的
な

性
質

を
有

す
る

図
面

，
図

表
，

模
型

そ
の

他
の

図
形

の
著

作
物

　
七

　
映

画
の

著
作

物
　

八
　

写
真

の
著

作
物

　
九

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
著

作
物

２
　

事
実

の
伝

達
に

す
ぎ

な
い

雑
報

及
び

時
事

の
報

道
は

，
前

項
第

一
号

に
掲

げ
る

著
作

物
に

該
当

し
な

い
。

３
　

第
一

項
第

九
号

に
掲

げ
る

著
作

物
に

対
す

る
こ

の
法

律
に

よ
る

保
護

は
，

そ
の

著
作

物
を

作
成

す
る

た
め

に
用

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
，

規
約

及
び

解
法

に
及

ば
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

，
こ

れ
ら

の
用

語
の

意
義

は
，

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
　

一
　

 プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

表
現

す
る

手
段

と
し

て
の

文
字

そ
の

他
の

記
号

及
び

そ
の

体
系

を
い

う
。

　
二

　
 規

約
　

特
定

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

前
号

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

の
用

法
に

つ
い

て
の

特
別

の
約

束
を

い
う

。
　

三
　

 解
法

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

電
子

計
算

機
に

対
す

る
指

令
の

組
合

せ
の

方
法

を
い

う
。

第
十
八
条
（
公
表
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

で
ま

だ
公

表
さ

れ
て

い
な

い
も

の
（

そ
の

同
意

を
得

な
い

で
公

表
さ

れ
た

著
作

物
を

含
む

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。）
を

公
衆

に
提

供
し

，
又

は
提

示
す

る
権

利
を

有
す

る
。

当
該

著
作

物
を

原
著

作
物

と
す

る
二

次
的

著
作

物
に

つ
い

て
も

，
同

様
と

す
る

。
第
十
九
条
（
氏
名
表
示
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

の
原

作
品

に
，

又
は

そ
の

著
作

物
の

公
衆

へ
の

提
供

若
し

く
は

提
示

に
際

し
，

そ
の

実
名

若
し

く
は

変
名

を
著

作
者

名
と

し
て

表
示

し
，

又
は

著
作

者
名

を
表

示
し

な
い

こ
と

と
す

る
権

利
を

有
す

る
。

第
二
十
条
（
同
一
性
保
持
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

及
び

そ
の

題
号

の
同

一
性

を
保

持
す

る
権

利
を

有
し

，
そ

の
意

に
反

し
て

こ
れ

ら
の

変
更

，
切

除
そ

の
他

の
改

変
を

受
け

な
い

も
の

と
す

る
。

第
三
十
条
（
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
）　

著
作

権
の

目
的

と
な

つ
て

い
る

著
作

物
（

以
下

こ
の

款
に

お
い

て
単

に
「

著
作

物
」

と
い

う
。）

は
，

個
人

的
に

又
は

家
庭

内
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず
る

限
ら

れ
た

範
囲

内
に

お
い

て
使

用
す

る
こ

と
（

以
下

「
私

的
使

用
」

と
い

う
。）

を
目

的
と

す
る

と
き

は
，次

に
掲

げ
る

場
合

を
除

き
，

そ
の

使
用

す
る

者
が

複
製

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

一
　

 公
衆

の
使

用
に

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

自
動

複
製

機
器

（
複

製
の

機
能

を
有

し
，

こ
れ

に
関

す
る

装
置

の
全

部
又

は
主

要
な

部
分

が
自

動
化

さ
れ

て
い

る
機

器
を

い
う

。）
を

用
い

て
複

製
す

る
場

合
　

二
　

 技
術

的
保

護
手

段
の

回
避

（
第

二
条

第
一

項
第

二
十

号
に

規
定

す
る

信
号

の
除

去
若

し
く

は
改

変
（

記
録

又
は

送
信

の
方

式
の

変
換

に
伴

う
技

術
的

な
制

約
に

よ
る

除
去

又
は

改
変

を
除

く
。）

を
行

う
こ

と
に

よ
り

，
当

該
技

術
的

保
護

手
段

に
よ

つ
て

防
止

さ
れ

る
行

為
を

可
能

と
し

，
又

は
当

該
技

術
的

保
護

手
段

に
よ

つ
て

抑
止

さ
れ

る
行

為
の

結
果

に
障

害
を

生
じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
を

い
う

。
第

百
二

十
条

の
二

第
一

号
及

び
第

二
号

に
お

い
て

同
じ

。）
に

よ
り

可
能

と
な

り
，

又
は

そ
の

結
果

に
障

害
が

生
じ

な
い

よ
う

に
な

つ
た

複
製

を
，

そ
の

事
実

を
知

り
な

が
ら

行
う

場
合

　
三

　
 著

作
権

を
侵

害
す

る
自

動
公

衆
送

信
（

国
外

で
行

わ
れ

る
自

動
公

衆
送

信
で

あ
つ

て
，

国
内

で
行

わ
れ

た
と

し
た

な
ら

ば
著

作
権

の
侵

害
と

な
る

べ
き

も
の

を
含

む
。）

を
受

信
し

て
行

う
デ

ジ
タ

ル
方

式
の

録
音

又
は

録
画

を
，

そ
の

事
実

を
知

り
な

が
ら

行
う

場
合

２
　

私
的

使
用

を
目

的
と

し
て

，
デ

ジ
タ

ル
方

式
の

録
音

又
は

録
画

の
機

能
を

有
す

る
機

器
（

放
送

の
業

務
の

た
め

の
特

別
の

性
能

そ
の

他
の

私
的

使
用

に
通

常
供

さ
れ

な
い

特
別

の
性

能
を

有
す

る
も

の
及

び
録

音
機

能
付

き
の

電
話

機
そ

の
他

の
本

来
の

機
能

に
附

属
す

る
機

能
と

し
て

録
音

又
は

録
画

の
機

能
を

有
す

る
も

の
を

除
く

。）
で

あ
つ

て
政

令
で

定
め

る
も

の
に

よ
り

，
当

該
機

器
に

よ
る

デ
ジ

タ
ル

方
式

の
録

音
又

は
録

画
の

用
に

供
さ

れ
る

記
録

媒
体

で
あ

つ
て

政
令

で
定

め
る

も
の

に
録

音
又

は
録

画
を

行
う

者
は

，
相

当
な

額
の

補
償

金
を

著
作

権
者

に
支

払
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
三
十
二
条
（
引
用
）　

公
表

さ
れ

た
著

作
物

は
，

引
用

し
て

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
，

そ
の

引
用

は
，

公
正

な
慣

行
に

合
致

す
る

も
の

で
あ

り
，

か
つ

，
報

道
，

批
評

，
研

究
そ

の
他

の
引

用
の

目
的

上
正

当
な

範
囲

内
で

行
な

わ
れ

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

　
国

若
し

く
は

地
方

公
共

団
体

の
機

関
，

独
立

行
政

法
人

又
は

地
方

独
立

行
政

法
人

が
一

般
に

周
知

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
作

成
し

，
そ

の
著

作
の

名
義

の
下

に
公

表
す

る
広

報
資

料
，

調
査

統
計

資
料

，
報

告
書

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

著
作

物
は

，
説

明
の

材
料

と
し

て
新

聞
紙

，
雑

誌
そ

の
他

の
刊

行
物

に
転

載
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
，

こ
れ

を
禁

止
す

る
旨

の
表

示
が

あ
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

第
三
十
五
条
（
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
お
け
る
複
製
等
）　

学
校

そ
の

他
の

教
育

機
関

（
営

利
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

も
の

を
除

く
。）

に
お

い
て

教
育

を
担

任
す

る
者

及
び

授
業

を
受

け
る

者
は

，
そ

の
授

業
の

過
程

に
お

け
る

利
用

に
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

場
合

に
は

，
そ

の
必

要
と

認
め

ら
れ

る
限

度
に

お
い

て
，

公
表

さ
れ

た
著

作
物

を
複

製
し

，
若

し
く

は
公

衆
送

信
（

自
動

公
衆

送
信

の
場

合
に

あ
つ

て
は

，送
信

可
能

化
を

含
む

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。）
を

行
い

，
又

は
公

表
さ

れ
た

著
作

物
で

あ
つ

て
公

衆
送

信
さ

れ
る

も
の

を
受

信
装

置
を

用
い

て
公

に
伝

達
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
，

当
該

著
作

物
の

種
類

及
び

用
途

並
び

に
当

該
複

製
の

部
数

及
び

当
該

複
製

，
公

衆
送

信
又

は
伝

達
の

態
様

に
照

ら
し

著
作

権
者

の
利

益
を

不
当

に
害

す
る

こ
と

と
な

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
第
四
十
七
条
の
三
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の
複
製
物
の
所
有
者
に
よ
る
複
製

等
）　

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

著
作

物
の

複
製

物
の

所
有

者
は

，
自

ら
当

該
著

作
物

を
電

子
計

算
機

に
お

い
て

実
行

す
る

た
め

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
限

度
に

お
い

て
，

当
該

著
作

物
を

複
製

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

，
当

該
実

行
に

係
る

複
製

物
の

使
用

に
つ

き
，

第
百

十
三

条
第

二
項

の
規

定
が

適
用

さ
れ

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。

第
五
十
一
条
（
保
護
期
間
の
原
則
）　

著
作

権
の

存
続

期
間

は
，

著
作

物
の

創
作

の
時

に
始

ま
る

。
２

　
著

作
権

は
，

こ
の

節
に

別
段

の
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
，

著
作

者
の

死
後

（
共

同
著

作
物

に
あ

つ
て

は
，

最
終

に
死

亡
し

た
著

作
者

の
死

後
。

次
条

第
一

項
に

お
い

て
同

じ
。）

七
十

年
を

経
過

す
る

ま
で

の
間

，
存

続
す

る
。

第
百
十
九
条

　
著

作
権

，
出

版
権

又
は

著
作

隣
接

権
を

侵
害

し
た

者
（

第
三

十
条

第
一

項
（

第
百

二
条

第
一

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
第

三
項

に
お

い
て

同
じ

。）
に

定
め

る
私

的
使

用
の

目
的

を
も

つ
て

自
ら

著
作

物
若

し
く

は
実

演
等

の
複

製
を

行
つ

た
者

，
第

百
十

三
条

第
三

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
権

，
出

版
権

若
し

く
は

著
作

隣
接

権
を

侵
害

す
る

行
為

と
み

な
さ

れ
る

行
為

を
行

つ
た

者
，

同
条

第
四

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
権

若
し

く
は

著
作

隣
接

権
（

同
条

第
五

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
隣

接
権

と
み

な
さ

れ
る

権
利

を
含

む
。

第
百

二
十

条
の

二
第

三
号

に
お

い
て

同
じ

。）
を

侵
害

す
る

行
為

と
み

な
さ

れ
る

行
為

を
行

つ
た

者
，

第
百

十
三

条
第

六
項

の
規

定
に

よ
り

著
作

権
若

し
く

は
著

作
隣

接
権

を
侵

害
す

る
行

為
と

み
な

さ
れ

る
行

為
を

行
つ

た
者

又
は

次
項

第
三

号
若

し
く

は
第

四
号

に
掲

げ
る

者
を

除
く

。）
は

，
十

年
以

下
の

懲
役

若
し

く
は

千
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

し
，

又
は

こ
れ

を
併

科
す

る
。

第
一
章
　
総
則

第
一
節
　
通
則

第
二
章
　
著
作
者
の
権
利

第
一
節
　
著
作
物

第
三
節
　
権
利
の
内
容

第
二
款
　
著
作
者
人
格
権

第
五
款
　
著
作
権
の
制
限

第
四
節
　
保
護
期
間

第
八
章
　
罰
則

20
03

（
平

成
15

）年
5月

30
日

公
布

，2
01

5（
平

成
27

）年
9月

9日
改

正（
抜

粋
）

第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

高
度

情
報

通
信

社
会

の
進

展
に

伴
い

個
人

情
報

の
利

用
が

著
し

く
拡

大
し

て
い

る
こ

と
に

鑑
み

，
個

人
情

報
の

適
正

な
取

扱
い

に
関

し
，

基
本

理
念

及
び

政
府

に
よ

る
基

本
方

針
の

作
成

そ
の

他
の

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
施

策
の

基
本

と
な

る
事

項
を

定
め

，
国

及
び

地
方

公
共

団
体

の
責

務
等

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
，

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
事

業
者

の
遵

守
す

べ
き

義
務

等
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

，
個

人
情

報
の

有
用

性
に

配
慮

し
つ

つ
，

個
人

の
権

利
利

益
を

保
護

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第
二
条
（
定
義
）　

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
個

人
情

報
」

と
は

，
生

存
す

る
個

人
に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て
，

当
該

情
報

に
含

ま
れ

る
氏

名
，

生
年

月
日

そ
の

他
の

記
述

等
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

（
他

の
情

報
と

容
易

に
照

合
す

る
こ

と
が

で
き

，
そ

れ
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

る
も

の
を

含
む

。）
を

い
う

。

第
十
五
条
（
利
用
目
的
の
特
定
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

に
当

た
っ

て
は

，
そ

の
利

用
の

目
的

（
以

下
「

利
用

目
的

」
と

い
う

。）
を

で
き

る
限

り
特

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
十
六
条
（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
あ

ら
か

じ
め

本
人

の
同

意
を

得
な

い
で

，
前

条
の

規
定

に
よ

り
特

定
さ

れ
た

利
用

目
的

の
達

成
に

必
要

な
範

囲
を

超
え

て
，

個
人

情
報

を
取

り
扱

っ
て

は
な

ら
な

い
。

第
十
七
条
（
適
正
な
取
得
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
偽

り
そ

の
他

不
正

の
手

段
に

よ
り

個
人

情
報

を
取

得
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
十
八
条
（
取
得
に
際
し
て
の
利
用
目
的
の
通
知
等
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者

は
，

個
人

情
報

を
取

得
し

た
場

合
は

，
あ

ら
か

じ
め

そ
の

利
用

目
的

を
公

表
し

て
い

る
場

合
を

除
き

，
速

や
か

に
，

そ
の

利
用

目
的

を
，

本
人

に
通

知
し

，
又

は
公

表
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
十
九
条
（
デ
ー
タ
内
容
の
正
確
性
の
確
保
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
利

用
目

的
の

達
成

に
必

要
な

範
囲

内
に

お
い

て
，

個
人

デ
ー

タ
を

正
確

か
つ

最
新

の
内

容
に

保
つ

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
二
十
条
（
安
全
管
理
措
置
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
そ

の
取

り
扱

う
個

人
デ

ー
タ

の
漏

え
い

，
滅

失
又

は
き

損
の

防
止

そ
の

他
の

個
人

デ
ー

タ
の

安
全

管
理

の
た

め
に

必
要

か
つ

適
切

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

第
六
十
六
条
　（
適
用
除
外
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
の

う
ち

次
の

各
号

に
掲

げ
る

者
に

つ
い

て
は

，
そ

の
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

目
的

の
全

部
又

は
一

部
が

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
規

定
す

る
目

的
で

あ
る

と
き

は
，

第
四

章
の

規
定

は
，

適
用

し
な

い
。

　
一

　
 放

送
機

関
，

新
聞

社
，

通
信

社
そ

の
他

の
報

道
機

関
（

報
道

を
業

と
し

て
行

う
個

人
を

含
む

。）
　

報
道

の
用

に
供

す
る

目
的

　
二

　
 著

述
を

業
と

し
て

行
う

者
　

著
述

の
用

に
供

す
る

目
的

　
三

　
 大

学
そ

の
他

の
学

術
研

究
を

目
的

と
す

る
機

関
若

し
く

は
団

体
又

は
そ

れ
ら

に
属

す
る

者
　

学
術

研
究

の
用

に
供

す
る

目
的

　
四

　
 宗

教
団

体
　

宗
教

活
動（

こ
れ

に
付

随
す

る
活

動
を

含
む

。）
の

用
に

供
す

る
目

的
　

五
　

 政
治

団
体

　
政

治
活

動（
こ

れ
に

付
随

す
る

活
動

を
含

む
。）

の
用

に
供

す
る

目
的

第
七
十
四
条

　
第

三
十

四
条

第
二

項
又

は
第

三
項

の
規

定
に

よ
る

命
令

に
違

反
し

た
者

は
，

六
月

以
下

の
懲

役
又

は
三

十
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
第
七
十
五
条

　
第

三
十

二
条

又
は

第
四

十
六

条
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

せ
ず

，
又

は
虚

偽
の

報
告

を
し

た
者

は
，

三
十

万
円

以
下

の
罰

金
に

処
す

る
。

第
一
章
　
総
則

第
四
章
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務
等

第
一
節
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務

第
六
章
　
雑
則

第
七
章
　
罰
則

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
）

19
99

（
平

成
11

）年
8月

13
日

公
布

，2
01

3（
平

成
25

）年
5月

31
日

改
正（

抜
粋

）
第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

を
禁

止
す

る
と

と
も

に
，

こ
れ

に
つ

い
て

の
罰

則
及

び
そ

の
再

発
防

止
の

た
め

の
都

道
府

県
公

安
委

員
会

に
よ

る
援

助
措

置
等

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
，

電
気

通
信

回
線

を
通

じ
て

行
わ

れ
る

電
子

計
算

機
に

係
る

犯
罪

の
防

止
及

び
ア

ク
セ

ス
制

御
機

能
に

よ
り

実
現

さ
れ

る
電

気
通

信
に

関
す

る
秩

序
の

維
持

を
図

り
，

も
っ

て
高

度
情

報
通

信
社

会
の

健
全

な
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第
二
条
（
定
義
）　

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
ア

ク
セ

ス
管

理
者

」
と

は
，

電
気

通
信

回
線

に
接

続
し

て
い

る
電

子
計

算
機

（
以

下
「

特
定

電
子

計
算

機
」

と
い

う
。）

の
利

用（
当

該
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
行

う
も

の
に

限
る

。
以

下「
特

定
利

用
」

と
い

う
。）

に
つ

き
当

該
特

定
電

子
計

算
機

の
動

作
を

管
理

す
る

者
を

い
う

。
第
三
条
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
）　

何
人

も
，

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
七
条
（
識
別
符
号
の
入
力
を
不
正
に
要
求
す
る
行
為
の
禁
止
）　

何
人

も
，

ア
ク

セ
ス

制
御

機
能

を
特

定
電

子
計

算
機

に
付

加
し

た
ア

ク
セ

ス
管

理
者

に
な

り
す

ま
し

，
そ

の
他

当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
で

あ
る

と
誤

認
さ

せ
て

，
次

に
掲

げ
る

行

為
を

し
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
，

当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
の

承
諾

を
得

て
す

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
　

一
　

 当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
が

当
該

ア
ク

セ
ス

制
御

機
能

に
係

る
識

別
符

号
を

付
さ

れ
た

利
用

権
者

に
対

し
当

該
識

別
符

号
を

特
定

電
子

計
算

機
に

入
力

す
る

こ
と

を
求

め
る

旨
の

情
報

を
，

電
気

通
信

回
線

に
接

続
し

て
行

う
自

動
公

衆
送

信
（

公
衆

に
よ

っ
て

直
接

受
信

さ
れ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
公

衆
か

ら
の

求
め

に
応

じ
自

動
的

に
送

信
を

行
う

こ
と

を
い

い
，

放
送

又
は

有
線

放
送

に
該

当
す

る
も

の
を

除
く

。）
を

利
用

し
て

公
衆

が
閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き

る
状

態
に

置
く

行
為

　
二

　
 当

該
ア

ク
セ

ス
管

理
者

が
当

該
ア

ク
セ

ス
制

御
機

能
に

係
る

識
別

符
号

を
付

さ
れ

た
利

用
権

者
に

対
し

当
該

識
別

符
号

を
特

定
電

子
計

算
機

に
入

力
す

る
こ

と
を

求
め

る
旨

の
情

報
を

，
電

子
メ

ー
ル

（
特

定
電

子
メ

ー
ル

の
送

信
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
十

四
年

法
律

第
二

十
六

号
）

第
二

条
第

一
号

に
規

定
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
い

う
。）

に
よ

り
当

該
利

用
権

者
に

送
信

す
る

行
為

20
01（

平
成

13
）年

11
月

30
日

公
布

，2
01

3（
平

成
25

）年
４

月
26

日
改

正（
抜

粋
）

第
一
条
（
趣
旨
）　

こ
の

法
律

は
，

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

っ
て

権
利

の
侵

害
が

あ
っ

た
場

合
に

つ
い

て
，

特
定

電
気

通
信

役
務

提
供

者
の

損
害

賠
償

責
任

の
制

限
及

び
発

信
者

情
報

の
開

示
を

請
求

す
る

権
利

に
つ

き
定

め
る

も
の

と
す

る
。

第
三
条
（
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
）　

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

り
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
た

と
き

は
，

当
該

特
定

電
気

通
信

の
用

に
供

さ
れ

る
特

定
電

気
通

信
設

備
を

用
い

る
特

定
電

気
通

信
役

務
提

供
者

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
関

係
役

務
提

供
者

」
と

い
う

。）
は

，
こ

れ
に

よ
っ

て
生

じ
た

損
害

に
つ

い
て

は
，

権
利

を
侵

害
し

た
情

報
の

不
特

定
の

者
に

対
す

る
送

信
を

防
止

す
る

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
技

術
的

に
可

能
な

場
合

で
あ

っ
て

，
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
で

な
け

れ
ば

，
賠

償
の

責
め

に
任

じ
な

い
。

た
だ

し
，

当
該

関
係

役
務

提
供

者
が

当
該

権
利

を
侵

害
し

た
情

報
の

発
信

者
で

あ
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
一

　
 当

該
関

係
役

務
提

供
者

が
当

該
特

定
電

気
通

信
に

よ
る

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
た

と
き

。

　
二

　
 当

該
関

係
役

務
提

供
者

が
，

当
該

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

を
知

っ
て

い
た

場
合

で
あ

っ
て

，
当

該
特

定
電

気
通

信
に

よ
る

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
と

認
め

る
に

足
り

る
相

当
の

理
由

が
あ

る
と

き
。

第
四
条
（
発
信
者
情
報
の
開
示
請
求
等
）　

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

っ
て

自
己

の
権

利
を

侵
害

さ
れ

た
と

す
る

者
は

，
次

の
各

号
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
と

き
に

限
り

，
当

該
特

定
電

気
通

信
の

用
に

供
さ

れ
る

特
定

電
気

通
信

設
備

を
用

い
る

特
定

電
気

通
信

役
務

提
供

者
（

以
下

「
開

示
関

係
役

務
提

供
者

」
と

い
う

。）
に

対
し

，
当

該
開

示
関

係
役

務
提

供
者

が
保

有
す

る
当

該
権

利
の

侵
害

に
係

る
発

信
者

情
報

（
氏

名
，

住
所

そ
の

他
の

侵
害

情
報

の
発

信
者

の
特

定
に

資
す

る
情

報
で

あ
っ

て
総

務
省

令
で

定
め

る
も

の
を

い
う

。
以

下
同

じ
。）

の
開

示
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

一
　

 侵
害

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
当

該
開

示
の

請
求

を
す

る
者

の
権

利
が

侵
害

さ
れ

た
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
る

と
き

。
　

二
　

 当
該

発
信

者
情

報
が

当
該

開
示

の
請

求
を

す
る

者
の

損
害

賠
償

請
求

権
の

行
使

の
た

め
に

必
要

で
あ

る
場

合
そ

の
他

発
信

者
情

報
の

開
示

を
受

け
る

べ
き

正
当

な
理

由
が

あ
る

と
き

。

10
01
11
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10
01
11
10

社
会

と
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報
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